
P. 2

P. 1 0

P. 1 1

P. 1 3

P. 1 4

P. 1 5

P. 2 1

P. 2 4

納 品 実 績

色 彩 計 画 コ ラ ム

納 品 物 件 イ ン タ ビ ュ ー

半 永 久 ワ ッ ク ス フ リ ー

パ  ー フ ェ ク ト シ  ー ム

各 種 物 性 デ ー タ

メ ン テ ナ ン ス ガ イ ド

面 材 ／ モ ー ル

単  層  シ  ー ト

2 0 2 5 - 2 0 2 7

ス  ト リ  ー  ム  ／  グ  ラ  ニ  ッ ト  ／  オ  デ  オ  ン P  U R

単  層  シ  ー ト

2 0 2 5 - 2 0 2 7

ス  ト リ  ー  ム  ／  グ  ラ  ニ  ッ ト  ／  オ  デ  オ  ン P  U R

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 表 紙 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



鹿 児 島 大 学 病 院  外 来 診 療 棟 ・ 病 棟 （ A 棟 ）

納 品 実 績

（ 左 ）

グ  ラ ニ ッ ト ／

P G - 2 4 1 5 2 ・ P G - 2 4 1 6 0 ・

P  G - 2 4 1 7 0

E V ホ ー ル

グ  ラ ニ ッ ト ／

P G - 2 4 1 5 2 ・ P G - 2 4 1 6 0 ・

P G - 2 4 1 6 8 ・ P G - 2 4 1 7 0

3 F 待 合

（ 右 ）

グ  ラ ニ ッ ト ／

P G - 2 4 1 5 2 ・ P G - 2 4 1 6 0

5 F 小 児 科  廊 下

所 在 地  ： 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市   

納 品 実  績 は こ ち ら か ら も

ご 覧 い た だ け ま す 。

2

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 1- 0 2 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



鹿 児 島 大 学 病 院  外 来 診 療 棟 ・ 病 棟 （ A 棟 ）

納 品 実 績

（ 左 ）

グ  ラ ニ ッ ト ／

P G - 2 4 1 5 2 ・ P G - 2 4 1 6 0 ・

P  G - 2 4 1 7 0

E V ホ ー ル

グ  ラ ニ ッ ト ／

P G - 2 4 1 5 2 ・ P G - 2 4 1 6 0 ・

P G - 2 4 1 6 8 ・ P G - 2 4 1 7 0

3 F 待 合

（ 右 ）

グ  ラ ニ ッ ト ／

P G - 2 4 1 5 2 ・ P G - 2 4 1 6 0

5 F 小 児 科  廊 下

所 在 地  ： 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市   

納 品 実  績 は こ ち ら か ら も

ご 覧 い た だ け ま す 。

2

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 1- 0 2 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



グ ラ ニ ッ ト ／ オ リ ジ ナ ル デ  ザ イ ン

P 3 ： 病  棟  ス  タ  ッ フ  ス  テ  ー  シ  ョ  ン

P 4 ：（ 上 ）NI C U 　 （ 左 下 ） 病 室 　 （ 右 下 ） 手 術 室

東 京 医 科 大 学 病 院

納 品 実 績

所 在 地  ： 東 京 都 新 宿 区   ｜   設 計 ・ 施 工  ： 株 式 会 社 大 林 組

43

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 3- 0 4 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



グ ラ ニ ッ ト ／ オ リ ジ ナ ル デ  ザ イ ン

P 3 ： 病  棟  ス  タ  ッ フ  ス  テ  ー  シ  ョ  ン

P 4 ：（ 上 ）NI C U 　 （ 左 下 ） 病 室 　 （ 右 下 ） 手 術 室

東 京 医 科 大 学 病 院

納 品 実 績

所 在 地  ： 東 京 都 新 宿 区   ｜   設 計 ・ 施 工  ： 株 式 会 社 大 林 組

43

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 3- 0 4 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



千 葉 県 が ん セ ン タ ー

納 品 実 績

所 在 地  ： 千 葉 県 千 葉 市   ｜   設 計  ： 株 式 会 社 日 建 設 計  

グ ラ ニ ッ ト ／ オ リ ジ ナ ル デ  ザ イ ン

P 5 ： 手  術  室

P 6 ：（ 上 ） 集 中 治 療 室 　 （ 左 下 ） ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン 廊 下 　 （ 右 下 ） 病 室  4 床

65

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 5- 0 6 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



千 葉 県 が ん セ ン タ ー

納 品 実 績

所 在 地  ： 千 葉 県 千 葉 市   ｜   設 計  ： 株 式 会 社 日 建 設 計  

グ ラ ニ ッ ト ／ オ リ ジ ナ ル デ  ザ イ ン

P 5 ： 手  術  室

P 6 ：（ 上 ） 集 中 治 療 室 　 （ 左 下 ） ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン 廊 下 　 （ 右 下 ） 病 室  4 床

65

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 5- 0 6 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



医 療 法 人  杏 嶺 会  一 宮 西 病 院  新 館 B 棟

納 品 実 績

オ デ オ ン P U R ／

P  G - 2 4 1 8 7 ・ P G - 2 4 1 9 2

病  棟  デ イ ＆ S S

（ 右 ）

オ デ オ ン P U R ／

P G - 2 4 1 8 8 ・ P G - 2 4 1 9 2

病 室 4 人 床

（ 左 ）

オ デ オ ン P U R ／

P G - 2 4 1 8 7 ・ P G - 2 4 1 8 9 ・

P G - 2 4 1 9 1 ・ P G - 2 4 1 9 2

病 棟 廊 下

所  在  地  ： 愛 知 県 一 宮 市   ｜   設 計  ： 株 式 会 社 日 建 設 計

オ デ オ ン P U R ／ P G - 2 4 1 8 6

ト イ レ

亀 山 市 立 図 書 館

所  在  地  ：  三  重  県  亀  山  市

設  計  ：  株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所　

岐 阜 医 療 科 学 大 学  

可 児  キ ャ ン パ  ス

所  在  地  ：  岐  阜  県  可  児  市

設  計  ：  株 式 会 社 石 本 建 築 事 務 所

オ デ オ ン P U R ／ P G - 2 4 1 8 7

調  剤  実  習  室 ・ 模  擬  薬  局

87

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 7- 0 8 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



医 療 法 人  杏 嶺 会  一 宮 西 病 院  新 館 B 棟

納 品 実 績

オ デ オ ン P U R ／

P  G - 2 4 1 8 7 ・ P G - 2 4 1 9 2

病  棟  デ イ ＆ S S

（ 右 ）

オ デ オ ン P U R ／

P G - 2 4 1 8 8 ・ P G - 2 4 1 9 2

病 室 4 人 床

（ 左 ）

オ デ オ ン P U R ／

P G - 2 4 1 8 7 ・ P G - 2 4 1 8 9 ・

P G - 2 4 1 9 1 ・ P G - 2 4 1 9 2

病 棟 廊 下

所  在  地  ： 愛 知 県 一 宮 市   ｜   設 計  ： 株 式 会 社 日 建 設 計

オ デ オ ン P U R ／ P G - 2 4 1 8 6

ト イ レ

亀 山 市 立 図 書 館

所  在  地  ：  三  重  県  亀  山  市

設  計  ：  株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所　

岐 阜 医 療 科 学 大 学  

可 児  キ ャ ン パ  ス

所  在  地  ：  岐  阜  県  可  児  市

設  計  ：  株 式 会 社 石 本 建 築 事 務 所

オ デ オ ン P U R ／ P G - 2 4 1 8 7

調  剤  実  習  室 ・ 模  擬  薬  局

87

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 7- 0 8 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



ケ ア の 現 場 に 寄 り 添 う 床 材 を 考 え る
単 層 シ ー ト が 導 入 さ れ る こ と も 多 い 医 療 ・ 福 祉 施 設 。 ケ ア す る 側 と さ れ る 側 、 お 互 い に と っ て 心 地 よ い 空 間 を 作 る の に 、

床 材 は ど の よ う な 影 響 を 与 え う る の で し ょ う か 。 環 境 カ ラ リ ス ト の 梅 澤 ひ と み さ ん に 伺 い ま し た 。

色 彩 計 画 コ ラ ム

生 理 学 的 心 理 学 の 観 点 で は 青 や 緑 の 寒 色 系 は

血 圧 や 脈 拍 を 下 げ 、 鎮 静 効 果 が あ る と 言 わ れ て

い ま す 。 と は い え 、 全 て 青 一 色 で は 短 絡 的 、 弊 害

も 生 じ ま す 。 大 切 な の は バ ラ ン ス 。 色 相 の 偏 り の

な い 空 間 を つ く る こ と で す 。 そ し て 手 術 室 、I C U 、

透 析 室 な ど 、 エ リ ア 毎 に 求 め ら れ る 色 づ か い は 異

な り ま す 。 全 体 の 統 一 感 を 図 り な が ら 、 施 設 の コ

ン セ プ ト や テ ー マ な ど を 軸 に カ ラ ー ス キ ム を 考 え

て  い く の  が  い  い で  し ょ う  。

偏  り  の  な  い  色  空  間  を  つ く る

患 者 や 家 族 に と っ て 辛 い 療 養 生 活 で の 何 よ り の 救 い

は ス タ ッ フ の 笑  顔 で は な い で し ょ う か 。 ハ ー ド ワ ー ク の

中 、 ス タ ッ フ が 笑 顔 に な る た め に は 就 労 環 境 の 充 実

が 大 切 で す 。 ス タ ッ フ 室 な ど に 窓 が あ る こ と や 家 具

な ど も 重 要 で す が 、 仕 上 げ 材 の 色 や 素 材 感 に も こ だ

わ り た い と こ ろ で す 。 ま た 、 こ れ は 全 体 に 言 え る こ と

で す が コ ロ ナ 禍 以 降 、 こ れ ま で 以 上 に 除 菌 回 数 が

増 え 、 耐 薬 品 等 の 機 能 性 の 高 い シ ー ト の 要 望 も 多 く

な っ て い ま す 。 ス タ ッ フ が 働 き や す い 機 能 と デ ザ イ ン 、

両 方 を 兼 ね 備 え た 材 料 選 び を す る こ と が 大 切 で す 。

聖 心 女 子 大 学 教 育 学 科 心 理 学 専 攻 卒 業 。 同 大 学 心 理 学 研 究 室 助 手 を 経 て

色 彩 感 情 空 間 の 研 究 に 従 事 。1 9 8 9 年 よ り 桑 沢 デ ザ イ ン 研 究 所 で 知 覚 心 理 学

の 講 師 を 勤 め る 。 専 門 は 医 療 福 祉 建 築 の 環 境 ・ 色 彩 。 済 生 会 中 央 病 院 、

足 利 赤 十 字 病 院 、 済 生 会 飯 塚 嘉 穂 病 院 、 千 葉 西 総 合 病 院 、 埼 玉 県 立 小 児

医 療 セ ン タ ー 、 愛 知 県 精 神 医 療 セ ン タ ー 、 唐 津 赤 十 字 病 院 、 小 牧 市 民 病 院 、

奈 良 県 総 合 医 療 セ ン タ ー 、 中 部 国 際 医 療 セ ン タ ー な ど の イ ン テ リ ア ・ 色 彩 設 計

に 携 わ る 。 著 書 に 「 医 療 福 祉 施 設 の イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 」 彰 国 社 （ 共 著 ） 、「 ヘ ル ス

ケ ア 環 境 の 色 彩 ・ 照 明 」「 病 院 」 医 学 書 院 2 0 0 7 連 載 。

ス タ ッ フ が  笑  顔 で  働 け る 空 間 を

環 境 カ ラ リ ス ト

梅 澤  ひ と み  氏

C O L U M N

不  安  が  多 い  場  所  だ  か ら こ そ

「 日 常 の 延 長 」 を 大 切 に

ひ と 口 に 「 医 療 ・ 福 祉 」 と 言 っ て も 、 医 療 施 設 は

限 ら れ た 期 間 で あ る 一 方 、 福 祉 施 設 は 住 ま い

の 要 素 が 強 く 、 イ ン テ リ ア の 目 指 す 方 向 性 は

大 き く 異  な り ま す 。

直 接 的 な 治 療 は で き ま せ ん が 、 人 々 を 包 む 空

間 へ の 配 慮 は こ こ ろ の ケ ア に 大 き く 働 き か け 、

間 接 的 に サ ポ ー ト す る こ と に つ な が り ま す 。

た だ 、 両 者 に 共 通 す る の は 、 不 安 や 緊 張 を 抱 く

状 況 が 多 い こ と 。 だ か ら こ そ 「 日 常 の 延 長 」 を

意 識 し た 空 間 づ く り が 大 切 で す 。 例 え ば 緊 張 感

の 高 ま る 医 療 施 設 の 待 合 で は 、 低 明 度 な 床 で

安 定 感 を 、 壁 や 家 具 な ど の 彩 度 を 抑 え る こ と で

落 ち 着 き 感 を 与 え る こ と が で き ま す 。 福 祉 施 設

で は 、 木 目 調 な ど 素 材 感 の あ る 床 材 を 使 う こ と

で 自 宅  の よ う な  温  か み を 演  出 す る の も 一  案 で す 。

H i t o m i 
U m e z a w a

中  外 ラ イ フ サ イ エ ン ス パ  ー ク 横  浜

納 品 実 績

所  在  地  ： 神 奈 川 県 横 浜 市   ｜   事 業 主  ： 中 外 製 薬 株 式 会 社   ｜   設 計  ： 株 式 会 社 日 本 設 計

グ ラ ニ ッ ト ／ オ リ ジ ナ ル デ  ザ イ ン

（ 上 ） W 0 1 棟  バ イ オ ラ ボ 　  

（ 左 ） W 0 3 棟  ラ ボ

1 09

2 0 2 5- 2 0 2 7 単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 0 9- 1 0 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



ケ ア の 現 場 に 寄 り 添 う 床 材 を 考 え る
単 層 シ ー ト が 導 入 さ れ る こ と も 多 い 医 療 ・ 福 祉 施 設 。 ケ ア す る 側 と さ れ る 側 、 お 互 い に と っ て 心 地 よ い 空 間 を 作 る の に 、

床 材 は ど の よ う な 影 響 を 与 え う る の で し ょ う か 。 環 境 カ ラ リ ス ト の 梅 澤 ひ と み さ ん に 伺 い ま し た 。

色 彩 計 画 コ ラ ム

生 理 学 的 心 理 学 の 観 点 で は 青 や 緑 の 寒 色 系 は

血 圧 や 脈 拍 を 下 げ 、 鎮 静 効 果 が あ る と 言 わ れ て

い ま す 。 と は い え 、 全 て 青 一 色 で は 短 絡 的 、 弊 害

も 生 じ ま す 。 大 切 な の は バ ラ ン ス 。 色 相 の 偏 り の

な い 空 間 を つ く る こ と で す 。 そ し て 手 術 室 、I C U 、

透 析 室 な ど 、 エ リ ア 毎 に 求 め ら れ る 色 づ か い は 異

な り ま す 。 全 体 の 統 一 感 を 図 り な が ら 、 施 設 の コ

ン セ プ ト や テ ー マ な ど を 軸 に カ ラ ー ス キ ム を 考 え

て  い く の  が  い  い で  し ょ う  。

偏  り  の  な  い  色  空  間  を  つ く る

患 者 や 家 族 に と っ て 辛 い 療 養 生 活 で の 何 よ り の 救 い

は ス タ ッ フ の 笑  顔 で は な い で し ょ う か 。 ハ ー ド ワ ー ク の

中 、 ス タ ッ フ が 笑 顔 に な る た め に は 就 労 環 境 の 充 実

が 大 切 で す 。 ス タ ッ フ 室 な ど に 窓 が あ る こ と や 家 具

な ど も 重 要 で す が 、 仕 上 げ 材 の 色 や 素 材 感 に も こ だ

わ り た い と こ ろ で す 。 ま た 、 こ れ は 全 体 に 言 え る こ と

で す が コ ロ ナ 禍 以 降 、 こ れ ま で 以 上 に 除 菌 回 数 が

増 え 、 耐 薬 品 等 の 機 能 性 の 高 い シ ー ト の 要 望 も 多 く

な っ て い ま す 。 ス タ ッ フ が 働 き や す い 機 能 と デ ザ イ ン 、

両 方 を 兼 ね 備 え た 材 料 選 び を す る こ と が 大 切 で す 。

聖 心 女 子 大 学 教 育 学 科 心 理 学 専 攻 卒 業 。 同 大 学 心 理 学 研 究 室 助 手 を 経 て

色 彩 感 情 空 間 の 研 究 に 従 事 。1 9 8 9 年 よ り 桑 沢 デ ザ イ ン 研 究 所 で 知 覚 心 理 学

の 講 師 を 勤 め る 。 専 門 は 医 療 福 祉 建 築 の 環 境 ・ 色 彩 。 済 生 会 中 央 病 院 、

足 利 赤 十 字 病 院 、 済 生 会 飯 塚 嘉 穂 病 院 、 千 葉 西 総 合 病 院 、 埼 玉 県 立 小 児

医 療 セ ン タ ー 、 愛 知 県 精 神 医 療 セ ン タ ー 、 唐 津 赤 十 字 病 院 、 小 牧 市 民 病 院 、

奈 良 県 総 合 医 療 セ ン タ ー 、 中 部 国 際 医 療 セ ン タ ー な ど の イ ン テ リ ア ・ 色 彩 設 計

に 携 わ る 。 著 書 に 「 医 療 福 祉 施 設 の イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 」 彰 国 社 （ 共 著 ） 、「 ヘ ル ス

ケ ア 環 境 の 色 彩 ・ 照 明 」「 病 院 」 医 学 書 院 2 0 0 7 連 載 。

ス タ ッ フ が  笑  顔 で  働 け る 空 間 を

環 境 カ ラ リ ス ト

梅 澤  ひ と み  氏

C O L U M N
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所  在  地  ： 神 奈 川 県 横 浜 市   ｜   事 業 主  ： 中 外 製 薬 株 式 会 社   ｜   設 計  ： 株 式 会 社 日 本 設 計

グ ラ ニ ッ ト ／ オ リ ジ ナ ル デ  ザ イ ン

（ 上 ） W 0 1 棟  バ イ オ ラ ボ 　  

（ 左 ） W 0 3 棟  ラ ボ
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半 永 久  ワ ッ ク ス フ リ ー  の 「  グ  ラ  ニ  ッ  ト  」 で

納 品 1 5  年 目 も 美  観  維  持 か つ  安  全  安  心 。

J A  愛  知  厚  生 連  江 南 厚 生 病 院

納  品  物  件  イ ン タ ビ ュ ー
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使  用  メ リ ッ ト
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日 常 清 掃 の み で

美 観 維 持
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J A 愛 知 厚 生 連  江 南 厚 生 病 院

事 務 部 事 務 管 理 室 施 設 係 長

石 黒  秀 典  様

高 い 機 能 性 を 実 感 し た こ と で

増 床 時 に も グ ラ ニ ッ ト を 採 用

施 工 場 所 　   

2 0 0 8 年 の 開 院 以 来 、 グ ラ ニ ッ ト を 施 工 し た

部 分 は 驚 く ほ ど 美 観 を 保 っ て い ま す ね 。

機 能 性 の 高 さ を 実 感 し た こ と で 、2 0 1 9 年 に

救 命 救 急 セ ン タ ー の 増 床 時 に も グ ラ ニ ッ ト

を 採 用 し ま し た 。 半 永 久 ワ ッ ク ス フ リ ー 床 材

な の で 、 ワ ッ ク ス や 剥 離 剤 な ど の 薬 剤 コ ス ト

を 削 減 で き て い ま す し 、 現 状 は 補 修 や 張 り

替 え の 必 要 も 感 じ て い ま せ ん 。 基 本 的 に は

ダ ス キ ン さ ん に 日 常  清  掃 を し て い た だ く だ け

で 美 観 維 持 で き て い ま す 。 ま た 、キ  ャ ス  タ  ー

付 の 機 器 移 動 が 頻 繁 で 、 人 の 往 来 も 激 し い

環 境 で も 、 床 材 の 膨 れ や 破 れ な ど が 少 な い

お か げ で 、 転 倒 事 故 が ほ と ん ど な い の も

素  晴 ら し い で す ね 。

H i d e n o r i  I s h i g u r o

竣 工 時 の ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン ・ 廊 下 　 竣 工 後 1 5 年 目 の ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン ・ 廊 下

1

グ ラ ニ ッ ト  の

メ ン テ ナ ン ス  メ リ ッ ト

1

消  毒  や 除  菌 に よ る 白 化 も な く

日 常 的 な 清 掃 の み で 美 観 維 持

病 院 全 体 の 清 掃 を 担 当 し て い ま す が 、 汚 れ の

落 と し や す さ を 日 々 実 感 し て い ま す 。 歩 行

頻 度 の 高 い 病 棟 廊 下 な ど は 月 に 1 回 、 自 動

床 洗 浄 機 を か け て い る 一 方 、 病 室 は 、

患 者 さ ま の 行 動 に 制 限 を か け な い よ う

モ ッ プ 清 掃 の み で す が 、 美 観 を 維 持 で き

て い ま す 。 2 0 2 0 年 以 降 、 院 内 で の 除 菌 ・

消 毒 を す る エ リ ア が 広 が り 、 そ の 回 数 も

飛 躍 的 に 増 え ま し た 。 床 材 に よ っ て は

ア ル コ ー ル が 原 因 で 、 ワ ッ ク ス 塗 付 部 分 の

白  化  な ど に  悩  ま さ れ る こ と も あ り ま す

が 、 グ ラ ニ ッ ト の 場 合 、 殺 菌 ・ 消 毒 検 査

薬 の 耐 性 も 高 い の で 床 材 の 白 化 も 見 当

た り ま せ ん 。

半 永 久 ワ ッ ク ス フ リ ー の 単 層 ビ ニ ル 床 シ ー ト 「 グ ラ ニ ッ ト 」 が 施 工 さ れ て 1 5 年 目 を 迎 え る J A 愛 知 厚 生 連 江 南 厚 生 病 院 。

施 設 係 長 様 と 、 メ ン テ ナ ン ス を 担 う ダ ス キ ン ヘ ル ス ケ ア 様 に グ ラ ニ ッ ト の メ ン テ ナ ン ス 状 況 な ど 率 直 な ご 意 見 を 伺 い ま し た

（ 2 0 2 2 年 当 時 ） 。

竣 工 時 の 病 室 竣 工 後 1 5 年 目 の 病 室

株 式 会 社 ダ ス キ ン ヘ ル ス ケ ア

リ ー ジ ョ ナ ル マ ネ ジ ャ ー

斎 藤  実 人  様

M i h i t o  S a i t o

2
消  毒 に よ る

白 化 や
黒 ず み が
少 な い

31 2

目 立 つ 汚 れ や 膨 れ は

見  当 た ら ず 。 ワ ッ ク ス

メ ン テ ナ ン ス を 行 わ ず

に 定 期 的 な 清 掃 、 メ ン

テ ナ ン ス の み で  美  観

を 維 持 。

ス タ ッ フ ス  テ  ー  シ ョ ン ・ 廊 下 施 工 場 所 　   2 病 室

2 0 0 8
（ 竣 工 時 ）

年2 0 0 8
（ 竣 工 時 ）

年

竣 工 後

1 5 年 目

竣 工 後

1 5 年 目

1 1 1 2
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グ ラ ニ ッ ト オ デ オ ン P U R

製  品 寿  命 を 通 し て 、 ワ ッ ク ス が け が  不  要 。

半 永  久 ワ ッ ク ス フ リ ー

単  層  シ  ー ト

半 永  久 ワ ッ ク ス フ リ ー の

説  明  動  画 は こ ち ら

半 永  久 ワ ッ ク ス フ リ ー  品 ス ト リ ー ム グ ラ ニ ッ ト オ デ オ ン P U R

粒 子 が 細 か く 凹 凸 の 少 な い 表 面 に よ り 、 汚 れ が 入 り 込 み に く い 構 造

■  緻 密 な 単 層 構 造 断 面

緻 密 な 単 層 構 造

P O I N T  - 2

※ 電 子 顕 微 鏡 写 真 （ 4 0 0 倍 ）

ス ト リ ー ム

緻  密 な  単  層 構  造 と 特  殊 コ ー テ ィ ン グ の W  効 果 で  汚  れ を シ ャ ッ ト ア ウ ト 。

汚 れ が 付 着 し

摩  耗 し た 状  態

汚 れ を 除 去 し

バ フ ィ ン グ を 施 し た 状 態汚 れ

特 殊 塩 ビ 基 材

■  床 材 断 面 図●  防 汚 性

●  耐 薬 品 性
消 毒 液 に 含 ま れ る ア ル コ ー ル や 次 亜 塩 素 酸 な ど に 耐 久 性 が あ り ま す 。

粒 子 の 細 か い 素 材 を 原 料 と し て い る た め 、 汚  れ  が  入  り  こ  み  に  く く  な  っ  て  い  ま す 。

半 永 久 機 能 再 生

P O I N T  - 1

バ フ ィ ン グ で 「 何 度 で も 機 能 が 再 生 」 し  ま す
表 面 に 細 か な キ ズ が 生 じ た 場 合 で も 、 自 動 床 洗 浄 機 で 汚 れ を 除 去 し

表 面 を 滑 ら か に 整 え る こ と で 、 防 汚 性 能 が 何 度 で も 再 生 し ま す 。

床 材 を き れ い に 見 せ る 目 地 処 理 剤 。

継 ぎ 目 が 目 立 た な い 、 き れ い な 仕 上 が り を 実 現 。

パ  ー フ ェ ク ト シ  ー ム

継 ぎ 目 が 目 立 ち に く い

P O I N T  - 1

無 着 色 の 液 溶 接 の た め 、 継 ぎ 目 が 目 立 ち に く く

床 材 と の 色 合 わ せ も 不 要 で す 。

作  業  性  が  よ  く  、 経  済  的

P O I N T  - 3

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム 工 法 は シ ン プ ル な 4 つ の 施 工 ス テ ッ プ で

き れ い な 仕 上 が り を 実 現 で き る 、 作 業 性 の 良 い 施 工 方 法 で す 。

パ ワ フ ル な  溶  接  力

P O I N T  - 2

溶 解 性 が 非 常 に 高 い た め 、

溶 接 棒 と 同 等 の 強 度 と 耐 久 性 が あ り ま す 。

立 ち 上 げ  施 工 も 可 能

P O I N T  - 4

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム ジ ェ ル タ イ プ は 液 ダ レ し に く い た め 、

立  ち 上  げ  面  や 入  隅  の  ジ ョ イ ン ト に ご  使  用  い た  だ け ま す 。

パ  ー フ ェ ク ト シ  ー ム  工  法

立 ち 上 げ  部 ジ ョ イ ン ト

ジ ェ ル タ イ プ は 溶  液 タ イ プ よ り も 粘 度  が

高 く 液 ダ レ し に く い た め 、 床 面 や 立 ち 上 げ

面 、 壁 面 の 入 隅 の ジ ョ イ ン ト に 最 適 で す 。

入  隅 ジ ョ イ ン ト

床 面 と 階 段 の 立 上 げ 面 と の 入 隅 の ジ ョ イ

ン ト な ど 、 溶 接 棒 が 使 用 で き な い 場 所 の

シ ー ミ ン グ に も 使  用 で き ま す 。

溶 接 棒

※ 必 ず 専 用 マ ス キ ン グ テ ー プ （ B B - 3 8 8 ） を ご 使 用 く だ さ い 。

試  験  環  境 ： 2 3  ℃ 5 0  % R H

試  験  速  度 ： 2 0 0  m  m /  分

試 験 体 を 2 5 m m × 1 0 0 m m に カ ッ ト し 、 引 張 試 験 を 行 う 。

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

ジ ョ イ ン ト 部 分 に 専 用 マ ス キ ン グ テ ー プ （ B B- 3 8 8 ） を 貼 り 、
カ ッ タ ー で 床  材 ジ ョ イ ン ト 部  分 に 沿 っ て テ ー プ を カ ッ ト し て く だ さ い 。

マ ス キ ン グ テ  ー プ  貼 り

シ ー ム 液 （ B B- 3 8 2 ） を ノ ズ ル 容 器 （ B B- 3 8 1 ） に 移 し 、 ノ ズ ル の 先 を 布 地 に あ て 空 気 を 抜 い て く だ さ い 。

針 先 が 下 地 に つ く よ う に ジ ョ イ ン ト 部 分 に ノ ズ ル を 差 込 み 、 注 入 し て く だ さ い 。
溶 液 を 充 填 後 、 専 用 マ ス キ ン グ テ ー プ 上 か ら 先 端 の 平 ら な も の で 撫 で 付 け て く だ さ い 。

溶 液 注 入 後 、 約 1 0 分 で  専  用  マ  ス キ ン  グ  テ  ー プ  を  剥  が  し て く だ  さ い  。

S T E P 1

充 填 準 備

マ ス キ ン グ テ  ー プ  除  去

充 填 と 撫 で 付 け

S T E P 2

S T E P 3

S T E P 4
パ ー フ ェ ク ト シ ー ム シ ー ム 液

（ B B- 3 8 8  マ ス キ ン グ テ ー プ 使 用 ）
パ ー フ ェ ク ト シ ー ム シ ー ム 液

（ B B- 3 8 8  マ ス キ ン グ テ ー プ 不 使 用 ）

ジ ョ イ ン ト 部 の 断 面 を 溶 解 し て
強 力 に 溶 接 し ま す 。

試 験 方 法 ｜

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム 溶 接 棒

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム  工  法 熱  溶  接  工  法 （  ス  タ  ン  ダ  ー  ド  ）

■  引 張 強 度 試 験 ■  パ ー フ ェ ク ト シ ー ム ジ ェ ル チ ュ ー ブ 入 り （ B B - 3 9 4 ） 使 用

床 材

ナ ー シ ン グ フ ロ ア

ス ト ロ ン グ

グ  ラ ニ ッ ト

エ ス リ ュ ー ム  　  ミ ス ト

1 3 0 以  上

2 0 0 以 上

2 3 0 以 上

1 4  0 以 上

引 張 強 度 （ N ）

パ ー フ ェ ク ト シ  ー ム
シ ー ム  液

溶 接 棒

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

ス ト リ ー ム
構 成 図

（ 全 厚 2. 0 m m ）

DI A M O N D 1 0 T M

コ ー  テ ィ ン グ

2. 0 m m

機  能 ・ 意  匠
有 効 層

特 殊 塩 ビ 基 材

ポ リ ウ レ タ ン
コ ー  テ ィ ン グ

2. 0 m m

機  能 ・ 意  匠
有 効 層

特 殊 塩 ビ 基 材

グ ラ ニ ッ ト

オ デ オ ン P U R

構 成 図
（ 全 厚 2. 0 m m ）

特 殊 塩 ビ 基 材

製 品 寿 命 を 通 し て ワ ッ ク ス メ ン テ ナ ン ス が 不 要 で す 。 ワ ッ ク ス 剥 離 作 業 も 不 要 な た め 、 廃 液 （ 汚 水 ・ 剥 離 剤 な ど ） を 最 低 限 に 抑 え ら れ ま す 。

キ ズ に 強 く 、

耐 久 性 や 防 汚 性 に 優 れ る

DI A M O N D 1 0 T M コ ー  テ ィ ン グ

※ 医 療 施 設 な ど で 重 量 物 の 移 動 が

想 定 さ れ る 場 合 、 下 地 水 分 グ レ ー ド

が Ⅰ （ 一 般 工 法 レ ベ ル ） の 場 合 で も 、

ウ  レ  タ  ン ・ エ  ポ  キ  シ 樹 脂 系 接 着 剤 を

お 使 い く だ さ い 。

キ ャ ス タ ー

走 行

に 強 い

耐 動 荷 重 性

P O I N T  - 3

ス ト レ ッ チ ャ ー  や  配  膳  車  な ど が

走 行 す る 場 所 で も  、 破  損 や 膨 れ が 生 じ に く く な っ て  い ま  す 。

1 3 1 4

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 1 3- 1 4 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



グ ラ ニ ッ ト オ デ オ ン P U R

製  品 寿  命 を 通 し て 、 ワ ッ ク ス が け が  不  要 。

半 永  久 ワ ッ ク ス フ リ ー

単  層  シ  ー ト

半 永  久 ワ ッ ク ス フ リ ー の

説  明  動  画 は こ ち ら

半 永  久 ワ ッ ク ス フ リ ー  品 ス ト リ ー ム グ ラ ニ ッ ト オ デ オ ン P U R

粒 子 が 細 か く 凹 凸 の 少 な い 表 面 に よ り 、 汚 れ が 入 り 込 み に く い 構 造

■  緻 密 な 単 層 構 造 断 面

緻 密 な 単 層 構 造

P O I N T  - 2

※ 電 子 顕 微 鏡 写 真 （ 4 0 0 倍 ）

ス ト リ ー ム

緻  密 な  単  層 構  造 と 特  殊 コ ー テ ィ ン グ の W  効 果 で  汚  れ を シ ャ ッ ト ア ウ ト 。

汚 れ が 付 着 し

摩  耗 し た 状  態

汚 れ を 除 去 し

バ フ ィ ン グ を 施 し た 状 態汚 れ

特 殊 塩 ビ 基 材

■  床 材 断 面 図●  防 汚 性

●  耐 薬 品 性
消 毒 液 に 含 ま れ る ア ル コ ー ル や 次 亜 塩 素 酸 な ど に 耐 久 性 が あ り ま す 。

粒 子 の 細 か い 素 材 を 原 料 と し て い る た め 、 汚  れ  が  入  り  こ  み  に  く く  な  っ  て  い  ま す 。

半 永 久 機 能 再 生

P O I N T  - 1

バ フ ィ ン グ で 「 何 度 で も 機 能 が 再 生 」 し  ま す
表 面 に 細 か な キ ズ が 生 じ た 場 合 で も 、 自 動 床 洗 浄 機 で 汚 れ を 除 去 し

表 面 を 滑 ら か に 整 え る こ と で 、 防 汚 性 能 が 何 度 で も 再 生 し ま す 。

床 材 を き れ い に 見 せ る 目 地 処 理 剤 。

継 ぎ 目 が 目 立 た な い 、 き れ い な 仕 上 が り を 実 現 。

パ  ー フ ェ ク ト シ  ー ム

継 ぎ 目 が 目 立 ち に く い

P O I N T  - 1

無 着 色 の 液 溶 接 の た め 、 継 ぎ 目 が 目 立 ち に く く

床 材 と の 色 合 わ せ も 不 要 で す 。

作  業  性  が  よ  く  、 経  済  的

P O I N T  - 3

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム 工 法 は シ ン プ ル な 4 つ の 施 工 ス テ ッ プ で

き れ い な 仕 上 が り を 実 現 で き る 、 作 業 性 の 良 い 施 工 方 法 で す 。

パ ワ フ ル な  溶  接  力

P O I N T  - 2

溶 解 性 が 非 常 に 高 い た め 、

溶 接 棒 と 同 等 の 強 度 と 耐 久 性 が あ り ま す 。

立 ち 上 げ  施 工 も 可 能

P O I N T  - 4

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム ジ ェ ル タ イ プ は 液 ダ レ し に く い た め 、

立  ち 上  げ  面  や 入  隅  の  ジ ョ イ ン ト に ご  使  用  い た  だ け ま す 。

パ  ー フ ェ ク ト シ  ー ム  工  法

立 ち 上 げ  部 ジ ョ イ ン ト

ジ ェ ル タ イ プ は 溶  液 タ イ プ よ り も 粘 度  が

高 く 液 ダ レ し に く い た め 、 床 面 や 立 ち 上 げ

面 、 壁 面 の 入 隅 の ジ ョ イ ン ト に 最 適 で す 。

入  隅 ジ ョ イ ン ト

床 面 と 階 段 の 立 上 げ 面 と の 入 隅 の ジ ョ イ

ン ト な ど 、 溶 接 棒 が 使 用 で き な い 場 所 の

シ ー ミ ン グ に も 使  用 で き ま す 。

溶 接 棒

※ 必 ず 専 用 マ ス キ ン グ テ ー プ （ B B - 3 8 8 ） を ご 使 用 く だ さ い 。

試  験  環  境 ： 2 3  ℃ 5 0  % R H

試  験  速  度 ： 2 0 0  m  m /  分

試 験 体 を 2 5 m m × 1 0 0 m m に カ ッ ト し 、 引 張 試 験 を 行 う 。

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

ジ ョ イ ン ト 部 分 に 専 用 マ ス キ ン グ テ ー プ （ B B- 3 8 8 ） を 貼 り 、
カ ッ タ ー で 床  材 ジ ョ イ ン ト 部  分 に 沿 っ て テ ー プ を カ ッ ト し て く だ さ い 。

マ ス キ ン グ テ  ー プ  貼 り

シ ー ム 液 （ B B- 3 8 2 ） を ノ ズ ル 容 器 （ B B- 3 8 1 ） に 移 し 、 ノ ズ ル の 先 を 布 地 に あ て 空 気 を 抜 い て く だ さ い 。

針 先 が 下 地 に つ く よ う に ジ ョ イ ン ト 部 分 に ノ ズ ル を 差 込 み 、 注 入 し て く だ さ い 。
溶 液 を 充 填 後 、 専 用 マ ス キ ン グ テ ー プ 上 か ら 先 端 の 平 ら な も の で 撫 で 付 け て く だ さ い 。

溶 液 注 入 後 、 約 1 0 分 で  専  用  マ  ス キ ン  グ  テ  ー プ  を  剥  が  し て く だ  さ い  。

S T E P 1

充 填 準 備

マ ス キ ン グ テ  ー プ  除  去

充 填 と 撫 で 付 け

S T E P 2

S T E P 3

S T E P 4
パ ー フ ェ ク ト シ ー ム シ ー ム 液

（ B B- 3 8 8  マ ス キ ン グ テ ー プ 使 用 ）
パ ー フ ェ ク ト シ ー ム シ ー ム 液

（ B B- 3 8 8  マ ス キ ン グ テ ー プ 不 使 用 ）

ジ ョ イ ン ト 部 の 断 面 を 溶 解 し て
強 力 に 溶 接 し ま す 。

試 験 方 法 ｜

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム 溶 接 棒

パ ー フ ェ ク ト シ ー ム  工  法 熱  溶  接  工  法 （  ス  タ  ン  ダ  ー  ド  ）

■  引 張 強 度 試 験 ■  パ ー フ ェ ク ト シ ー ム ジ ェ ル チ ュ ー ブ 入 り （ B B - 3 9 4 ） 使 用

床 材

ナ ー シ ン グ フ ロ ア

ス ト ロ ン グ

グ  ラ ニ ッ ト

エ ス リ ュ ー ム  　  ミ ス ト

1 3 0 以  上

2 0 0 以 上

2 3 0 以 上

1 4  0 以 上

引 張 強 度 （ N ）

パ ー フ ェ ク ト シ  ー ム
シ ー ム  液

溶 接 棒

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

ス ト リ ー ム
構 成 図

（ 全 厚 2. 0 m m ）

DI A M O N D 1 0 T M

コ ー  テ ィ ン グ

2. 0 m m

機  能 ・ 意  匠
有 効 層

特 殊 塩 ビ 基 材

ポ リ ウ レ タ ン
コ ー  テ ィ ン グ

2. 0 m m

機  能 ・ 意  匠
有 効 層

特 殊 塩 ビ 基 材

グ ラ ニ ッ ト

オ デ オ ン P U R

構 成 図
（ 全 厚 2. 0 m m ）

特 殊 塩 ビ 基 材

製 品 寿 命 を 通 し て ワ ッ ク ス メ ン テ ナ ン ス が 不 要 で す 。 ワ ッ ク ス 剥 離 作 業 も 不 要 な た め 、 廃 液 （ 汚 水 ・ 剥 離 剤 な ど ） を 最 低 限 に 抑 え ら れ ま す 。

キ ズ に 強 く 、

耐 久 性 や 防 汚 性 に 優 れ る

DI A M O N D 1 0 T M コ ー  テ ィ ン グ

※ 医 療 施 設 な ど で 重 量 物 の 移 動 が

想 定 さ れ る 場 合 、 下 地 水 分 グ レ ー ド

が Ⅰ （ 一 般 工 法 レ ベ ル ） の 場 合 で も 、

ウ  レ  タ  ン ・ エ  ポ  キ  シ 樹 脂 系 接 着 剤 を

お 使 い く だ さ い 。

キ ャ ス タ ー

走 行

に 強 い

耐 動 荷 重 性

P O I N T  - 3

ス ト レ ッ チ ャ ー  や  配  膳  車  な ど が

走 行 す る 場 所 で も  、 破  損 や 膨 れ が 生 じ に く く な っ て  い ま  す 。

1 3 1 4

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 1 3- 1 4 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



ス ト レ ッ チ ャ ー や 配 膳 車 な ど キ ャ ス タ ー 付 き 機 器 の 移 動 が 頻 繁 に 行 わ れ る 場 所 で は 、 移 動 物 の 重 量 に 加 え て 、 キ ャ ス タ ー の ね じ り の 力 が 床 材

表 面 に 過 酷 な 負 荷 と な っ て 働 き 、 膨 れ や 破 れ を 発 生 さ せ る こ と が あ り ま す 。

特 に 医 療 ・ 福 祉 施 設 や 工 場 ・ 倉 庫 等 で は 、 こ の よ う な 負 荷 に 対 す る 耐 性 に 優 れ る 床 材 と 接 着 剤 の 選 定 が 必 要 と さ れ ま す 。

■  移 動 物 の 重 量 や 使 用 頻 度 に 応 じ た 床 材 選 び が 大 切 で す 。

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 4 高 分 子 系 張 り 床 材 試 験 方 法 「 耐 キ ャ ス タ ー 性 試 験 A 法 」

耐 動 荷 重 性

膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 ・ 回 転 数 が 多 い ほ ど 、 耐 動 荷 重 性 の 高 い 床 材 と 言 え ま す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 品 番 に よ り 数 値 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 　 ※ 二 次 試 験 は 単 層 シ ー ト の み 実 施 し て い ま す 。

① 一 次 試 験

【 荷 重 】  ：  2 0 0 0 N ± 1 0 N （ 約 2 0 0 k g f ）

【 キ ャ ス タ ー 】  ：  φ1 1 0 ± 3 m m ・ 巾 5 0 ± 1 m m

【 速 度 （ 回 転 数 ） 】 ：   7 ±0. 4 r p m（ 4 2 0 回 転 / h ）

【 接 着 剤 】  ：  E P - 3 0 0 （ B B - 5 7 5 ・ 5 8 4 ）

【 プ ラ イ マ ー 】  ：  荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B - 6 0 0 ）

② 二 次 試 験

【 荷 重 】  ：  1 1 8 0 N ± 1 0 N （ 約 1 2 0 k g f ）

【 キ ャ ス タ ー 】  ：   M O T- V S 6 0 0 S e ri e s （ ミ ズ ホ 株 式 会 社 製 ）

【 速 度 （ 回 転 数 ） 】 ：   7 ±0. 4 r p m（ 4 2 0 回 転 / h ）

【 接 着 剤 】  ：  E P - 3 0 0 （ B B - 5 7 5 ・ 5 8 4 ）

【 プ ラ イ マ ー 】  ：  荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B - 6 0 0 ）

商 品 名

ス ト リ ー ム

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ  オ ン Ｐ Ｕ Ｒ

エ  ス リ ュ  ー  ム  　  プ  レ  ー ン

膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 膨 れ た 箇 所 膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 膨 れ た 箇 所

一 次 試 験 二 次 試 験

5. 0 h 以 上

5. 0 h 以 上

5. 0 h 以 上

2. 5 h

膨 れ な し

膨 れ な し

膨 れ な し

寒 冷 紗 と 塩 ビ シ ー ト の 間

5. 0 h 以 上

5. 0 h 以 上

5. 0 h

ー

膨 れ な し

膨 れ な し

床 材 と 接 着 剤 と の 間

ー

※ 二 次 試 験 は 手 術 台 に て 実 際 に 使 用 す る キ ャ ス タ ー で 試 験 し て い ま す 。

■ 耐 動 荷 重 性 試 験 結 果

耐 動 荷 重 性 が 求 め ら れ る 環 境 下 で の ご 注 意

単 層 構 造 の た め 他 の 床 材 と 比 較 し て 耐 動 荷 重 性 に 優 れ て い ま す 。

① 下 地 に 関 し て

※ 「 キ ャ ス タ ー に よ る 床 材 へ の 影 響 」 に 関 し て は 、P. 2 3 を ご 覧 く だ さ い 。

●

●

●

●

●

十 分 な 強 度 の あ る コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 塗 り 床 、 鉄 板 な ど の 下 地 で あ る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

下 地 の ク ラ ッ ク や 凹 凸 、 不 陸 は サ ン ダ ー 掛 け な ど を 施 し 平 滑 に し て く だ さ い 。

下 地 が 脆 弱 な 部 分 は 、 荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B- 6 0 0 ） で 処 理 を 行 い 、 補 強 し て く だ さ い 。

既 設 下 地 で 特 に 傷 み が ひ ど い 場 合 は 全 面 補 修 を 行 っ て く だ さ い 。 ま た 、 残 存 接 着 剤 や 油 汚 れ な ど も 施 工 後 に 支 障 を き た す 場 合 が あ り ま す の で 除 去 し て く だ さ い 。

下 地 水 分 レ ベ ル の 確 認 を 行 っ て く だ さ い 。 一 般 的 な 下 地 水 分 レ ベ ル と 施 工 方 法 の 目 安 の 組 み 合 わ せ は 巻 末 取 扱 上 の ご 注 意 の 「 下 地 水 分 の 測 定 と 判 断 基 準 に つ い て 」

の 通 り で す が  、 下 地 水 分 レ ベ ル が グ レ ー ド Ⅰ の 場 合 で も 、 エ ポ キ シ ・ ウ レ タ ン 樹 脂 系 接 着 剤 を ご 使 用 く だ さ い 。

② 接 着 剤 に 関 し て

E P- 3 0 0 （ B B- 5 7 5 ・ 5 8 4 ） を ご 使 用 く だ さ い 。 荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B- 6 0 0 ） を 塗 布 す る こ と で 下 地 の 表 面 強 化 を 行 う こ と が 可 能 と な り ま す 。

上 記 条 件 で 5 時 間 を 上 限 と し て 膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 、 回 転 数 を 測 定 し た 。

キ ャ ス タ ー 試 験 機 キ  ャ ス  タ  ー  の  軌  道

単 位 m m

3
9

0
6

0
0

2 6 0
6 0 0

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 3 建 築 材 料 及 び 建 築 構 成 部 分 の 摩 耗 試 験 方 法 （ 研 磨 紙 法 ）

● 使 用 研 磨 紙

● 試 験 荷 重

● 回 転 速 度

：   S - 4 2

：   5 3 0 ± 5 g

：   6 0 ± 2 r p m

サ ン ゲ ツ の 単 層 シ ー ト は 、 裏 面 ま で 同 じ 色 ・ 柄 の ス ル ー パ タ ー ン 構 造 で す の で 、

表 面 が 摩 耗 し て も 柄 切 れ が な く 美 し さ が 損 な わ れ ま せ ん 。

1 0 0 回 転 ご と に ブ ラ シ を か け 、

5 0 0 回 転 で 新 品 の 研 磨 紙 と 交 換 す る 。

評 価 基 準

A

B

C

： 1 0, 0 0 0 回 以 上

： 2, 5 0 0 回 以 上 ～ 1 0, 0 0 0 回 未 満

： 2, 5 0 0 回 未 満

室 内 に 持 ち 込 ま れ た 土 砂 の 上 を 、 人 や 台 車 が 通 過 す る と 床 材 に キ ズ が つ き 、 さ ら に 摩 擦 が 繰 り 返 さ れ る こ と で 摩 耗 は 進 行 し ま す 。

一 般 的 に 摩 耗 は 床 材 の 寿 命 を 縮 め る だ け で な く 、 防 滑 性 能 の 低 下 や 表 面 の 美 観 も 損 な い ま す 。

耐 摩 耗 性 試 験 は 、 摩 耗 に 対 し て 床 材 が ど れ だ け の 耐 久 性 を 持 っ て い る か を 測 定 す る も の で 、 回 転 す る 水 平 円 盤 に 試 験 片 を 取 り 付 け 、

こ れ に 研 磨 紙 を 取 り 付 け た 摩 耗 輪 を 試 験 荷 重 と と も に 加 え て 、 研 磨 紙 に よ っ て 生 ず る 試 験 片 の 摩 耗 の 程 度 を 評 価 し ま す 。

試 験 体 に 対 し 指 定 回 転 数 で 重 量 の 減 少 と 厚 み の 減 少 を 測 定 し 、 有 効 層 が 無 く な る ま で の 回 転 数 を 測 定 し ま す 。

■  歩 行 頻 度 が 高 く 、 耐 久 性 が 求 め ら れ る 空 間 に 。

■  耐 摩 耗 性 試 験 結 果

耐 摩 耗 性

試 験 条 件

商 品 名 JI S 種 類 評 価

ス ト リ ー ム  

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ  オ ン Ｐ Ｕ Ｒ

ス ト ロ ン グ E X

単  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

単  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

単  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

複  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

A

A

A

B

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

1 5 1 6

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 1 5- 1 6 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



ス ト レ ッ チ ャ ー や 配 膳 車 な ど キ ャ ス タ ー 付 き 機 器 の 移 動 が 頻 繁 に 行 わ れ る 場 所 で は 、 移 動 物 の 重 量 に 加 え て 、 キ ャ ス タ ー の ね じ り の 力 が 床 材

表 面 に 過 酷 な 負 荷 と な っ て 働 き 、 膨 れ や 破 れ を 発 生 さ せ る こ と が あ り ま す 。

特 に 医 療 ・ 福 祉 施 設 や 工 場 ・ 倉 庫 等 で は 、 こ の よ う な 負 荷 に 対 す る 耐 性 に 優 れ る 床 材 と 接 着 剤 の 選 定 が 必 要 と さ れ ま す 。

■  移 動 物 の 重 量 や 使 用 頻 度 に 応 じ た 床 材 選 び が 大 切 で す 。

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 4 高 分 子 系 張 り 床 材 試 験 方 法 「 耐 キ ャ ス タ ー 性 試 験 A 法 」

耐 動 荷 重 性

膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 ・ 回 転 数 が 多 い ほ ど 、 耐 動 荷 重 性 の 高 い 床 材 と 言 え ま す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 品 番 に よ り 数 値 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 　 ※ 二 次 試 験 は 単 層 シ ー ト の み 実 施 し て い ま す 。

① 一 次 試 験

【 荷 重 】  ：  2 0 0 0 N ± 1 0 N （ 約 2 0 0 k g f ）

【 キ ャ ス タ ー 】  ：  φ1 1 0 ± 3 m m ・ 巾 5 0 ± 1 m m

【 速 度 （ 回 転 数 ） 】 ：   7 ±0. 4 r p m（ 4 2 0 回 転 / h ）

【 接 着 剤 】  ：  E P - 3 0 0 （ B B - 5 7 5 ・ 5 8 4 ）

【 プ ラ イ マ ー 】  ：  荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B - 6 0 0 ）

② 二 次 試 験

【 荷 重 】  ：  1 1 8 0 N ± 1 0 N （ 約 1 2 0 k g f ）

【 キ ャ ス タ ー 】  ：   M O T- V S 6 0 0 S e ri e s （ ミ ズ ホ 株 式 会 社 製 ）

【 速 度 （ 回 転 数 ） 】 ：   7 ±0. 4 r p m（ 4 2 0 回 転 / h ）

【 接 着 剤 】  ：  E P - 3 0 0 （ B B - 5 7 5 ・ 5 8 4 ）

【 プ ラ イ マ ー 】  ：  荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B - 6 0 0 ）

商 品 名

ス ト リ ー ム

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ  オ ン Ｐ Ｕ Ｒ

エ  ス リ ュ  ー  ム  　  プ  レ  ー ン

膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 膨 れ た 箇 所 膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 膨 れ た 箇 所

一 次 試 験 二 次 試 験

5. 0 h 以 上

5. 0 h 以 上

5. 0 h 以 上

2. 5 h

膨 れ な し

膨 れ な し

膨 れ な し

寒 冷 紗 と 塩 ビ シ ー ト の 間

5. 0 h 以 上

5. 0 h 以 上

5. 0 h

ー

膨 れ な し

膨 れ な し

床 材 と 接 着 剤 と の 間

ー

※ 二 次 試 験 は 手 術 台 に て 実 際 に 使 用 す る キ ャ ス タ ー で 試 験 し て い ま す 。

■ 耐 動 荷 重 性 試 験 結 果

耐 動 荷 重 性 が 求 め ら れ る 環 境 下 で の ご 注 意

単 層 構 造 の た め 他 の 床 材 と 比 較 し て 耐 動 荷 重 性 に 優 れ て い ま す 。

① 下 地 に 関 し て

※ 「 キ ャ ス タ ー に よ る 床 材 へ の 影 響 」 に 関 し て は 、P. 2 3 を ご 覧 く だ さ い 。

●

●

●

●

●

十 分 な 強 度 の あ る コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 塗 り 床 、 鉄 板 な ど の 下 地 で あ る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

下 地 の ク ラ ッ ク や 凹 凸 、 不 陸 は サ ン ダ ー 掛 け な ど を 施 し 平 滑 に し て く だ さ い 。

下 地 が 脆 弱 な 部 分 は 、 荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B- 6 0 0 ） で 処 理 を 行 い 、 補 強 し て く だ さ い 。

既 設 下 地 で 特 に 傷 み が ひ ど い 場 合 は 全 面 補 修 を 行 っ て く だ さ い 。 ま た 、 残 存 接 着 剤 や 油 汚 れ な ど も 施 工 後 に 支 障 を き た す 場 合 が あ り ま す の で 除 去 し て く だ さ い 。

下 地 水 分 レ ベ ル の 確 認 を 行 っ て く だ さ い 。 一 般 的 な 下 地 水 分 レ ベ ル と 施 工 方 法 の 目 安 の 組 み 合 わ せ は 巻 末 取 扱 上 の ご 注 意 の 「 下 地 水 分 の 測 定 と 判 断 基 準 に つ い て 」

の 通 り で す が  、 下 地 水 分 レ ベ ル が グ レ ー ド Ⅰ の 場 合 で も 、 エ ポ キ シ ・ ウ レ タ ン 樹 脂 系 接 着 剤 を ご 使 用 く だ さ い 。

② 接 着 剤 に 関 し て

E P- 3 0 0 （ B B- 5 7 5 ・ 5 8 4 ） を ご 使 用 く だ さ い 。 荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー （ B B- 6 0 0 ） を 塗 布 す る こ と で 下 地 の 表 面 強 化 を 行 う こ と が 可 能 と な り ま す 。

上 記 条 件 で 5 時 間 を 上 限 と し て 膨 れ が 発 生 す る ま で の 時 間 、 回 転 数 を 測 定 し た 。

キ ャ ス タ ー 試 験 機 キ  ャ ス  タ  ー  の  軌  道

単 位 m m
3

9
0

6
0

0

2 6 0
6 0 0

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 3 建 築 材 料 及 び 建 築 構 成 部 分 の 摩 耗 試 験 方 法 （ 研 磨 紙 法 ）

● 使 用 研 磨 紙

● 試 験 荷 重

● 回 転 速 度

：   S - 4 2

：   5 3 0 ± 5 g

：   6 0 ± 2 r p m

サ ン ゲ ツ の 単 層 シ ー ト は 、 裏 面 ま で 同 じ 色 ・ 柄 の ス ル ー パ タ ー ン 構 造 で す の で 、

表 面 が 摩 耗 し て も 柄 切 れ が な く 美 し さ が 損 な わ れ ま せ ん 。

1 0 0 回 転 ご と に ブ ラ シ を か け 、

5 0 0 回 転 で 新 品 の 研 磨 紙 と 交 換 す る 。

評 価 基 準

A

B

C

： 1 0, 0 0 0 回 以 上

： 2, 5 0 0 回 以 上 ～ 1 0, 0 0 0 回 未 満

： 2, 5 0 0 回 未 満

室 内 に 持 ち 込 ま れ た 土 砂 の 上 を 、 人 や 台 車 が 通 過 す る と 床 材 に キ ズ が つ き 、 さ ら に 摩 擦 が 繰 り 返 さ れ る こ と で 摩 耗 は 進 行 し ま す 。

一 般 的 に 摩 耗 は 床 材 の 寿 命 を 縮 め る だ け で な く 、 防 滑 性 能 の 低 下 や 表 面 の 美 観 も 損 な い ま す 。

耐 摩 耗 性 試 験 は 、 摩 耗 に 対 し て 床 材 が ど れ だ け の 耐 久 性 を 持 っ て い る か を 測 定 す る も の で 、 回 転 す る 水 平 円 盤 に 試 験 片 を 取 り 付 け 、

こ れ に 研 磨 紙 を 取 り 付 け た 摩 耗 輪 を 試 験 荷 重 と と も に 加 え て 、 研 磨 紙 に よ っ て 生 ず る 試 験 片 の 摩 耗 の 程 度 を 評 価 し ま す 。

試 験 体 に 対 し 指 定 回 転 数 で 重 量 の 減 少 と 厚 み の 減 少 を 測 定 し 、 有 効 層 が 無 く な る ま で の 回 転 数 を 測 定 し ま す 。

■  歩 行 頻 度 が 高 く 、 耐 久 性 が 求 め ら れ る 空 間 に 。

■  耐 摩 耗 性 試 験 結 果

耐 摩 耗 性

試 験 条 件

商 品 名 JI S 種 類 評 価

ス ト リ ー ム  

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ  オ ン Ｐ Ｕ Ｒ

ス ト ロ ン グ E X

単  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

単  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

単  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

複  層 ビ ニ ル 床 シ ー ト

A

A

A

B

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

1 5 1 6
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床 材 は 、 薬 品 や 溶 剤 等 に よ っ て 変 色 や 材 質 の 変 化 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ り ま す 。

下 記 試 験 結 果 は 学 校 、 工 場 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 等 の 耐 薬 品 性 が 求 め ら れ る 場 所 で 床 材 を 選 定 す る た め の 一 つ の 目 安 で す 。

■ 薬  品  等  に  対 し て の  耐  汚  染  性  試  験  で  す 。

温 度 2 3 ℃ 、 湿 度 5 0 ％ の 試 験 室 に て 、 床 材 表 面 に 試 薬 を 2 ml 滴 下 し 、 時 計 皿 を 被 せ 、2 4 時 間 静 置 し ま す 。                         

そ の 後 、 家 庭 用 中 性 洗 剤 で 除 去 し 、 さ ら に 工 業 用 ア ル コ ー ル で 表 面 を 拭 き 取 り 、 試 験 室 で 1 時 間 静 置 し ま す 。                                   

目 視 に よ っ て 滴 下 部 分 の 色 、 光 沢 及 び 材 質 の 変 化 を 確 認 し 、 汚 染 性 を 評 価 し ま し た 。

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 4 高 分 子 系 張 り 床 材 試 験 方 法 　 耐 汚 染 性 試 験

A ： 変  化  し  な  い

B ： わ  ず  か  に  変  化

C ： 変  化

D ： 大  き く  変  化

■ 評 価 基 準

耐 薬 品 性

試 験 体

試 薬

無 機 酸

有 機 酸

ア ル カ リ

殺  菌 ・ 消  毒

検 査 薬

塩 類

有 機 溶 剤

汚 染 物 質

硫 酸 5 ％

5 0 ％

硝 酸 6 1 ％

塩 酸 3 7 ％

ク ロ ム 酸  2 5 ％

酢 酸 9 9 ％

蓚 酸 2 0 ％

ク エ ン 酸  2 0 ％

乳 酸 8 5 ％

水 酸 化 ナ ト リ ウ ム  2 5 ％

ア ン モ ニ ア 水 2 8 ％

フ ェ ノ ー ル  1 0 ％

ホ  ル マ リ ン  3 7 ％

ヨ ー ド ホ ル ム 2 0 ％

ラ イ ト 血 液 染 色 剤  3 ％

ポ ビ ド ン ヨ ー ド 

ク レ ゾ ー ル  4 2 ～ 5 2 ％

ギ ム ザ 血 液 染 色 剤

パ パ ニ コ ロ ウ 染 色 液

過 酸 化 水 素 水  3 1 ％

ヘ マ ト キ シ リ ン 媒 染 剤

次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム  6 ％

消  毒  用  エ  タ ノ  ー  ル

塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム

オ キ シ ラ イ ト

過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム   1 0  ％

硝 酸 銀 0. 1 N

メ タ ノ  ー  ル

メ チ ル エ チ ル ケ ト ン

酢  酸 エ チ ル

テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン

キ シ レ ン

ト ル  エ ン

ト リ ク レ ン

ジ ク ロ ロ エ タ ン

ガ ソ リ ン

マ シ ン 油

可 塑 剤

大 豆 油

セ メ ン ト ペ  ー ス ト

ア ニ リ ン ブ ル  ー

飽  和 ぶ ど う 糖

パ ー マ 液

※ 上 記 の 評 価 は 社 内 基 準 に よ る 判 定 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 品 番 に よ り 評 価 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

■ 耐 汚 染 試 験 結 果
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D
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D
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ナ ー シ  ン グ フ ロ ア

単 層 シ ー ト は 粒 子 の 細 か い 緻 密 な 単 層 構 造 で す の で 、薬  品  が  入  り  込  み  に  く く  万 が 一 表 面 が 変 化 し て も バ フ ィ ン グ に よ っ て 表 面 が 再 生 し ま す 。

家 具 や 機 器 類 な ど の 重 量 物 が 長 時 間 に わ た っ て 所 定 位 置 に 置 か れ て い た あ と に は 、 へ こ み 跡 が 残 る こ と が あ り ま す 。

一 般 的 に 表 面 が 柔 ら か い 床 材 ほ ど へ こ み 跡 が 残 り や す く な り ま す 。

耐 静 止 荷 重 性 と は 、 長 時 間 の 荷 重 後 の 床 材 表 面 の 復 元 力 （ へ こ み 回 復 力 ） を 示 し て お り 、 施 設 内 で の 床 材 選 択 の 目 安 と な り ま す 。

鉄 板 上 に 置 い た 各 種 床 材 サ ン プ ル に 荷 重 が 平 均 に か か る よ う に す る た め 、

三 脚 に キ ャ ス タ ー を 取 り 付 け た 台 上 に 9 0 k g の お も り を 乗 せ 、4 8 時 間 放 置 し 、

荷 重 除 去 後 の へ こ み 量 を 測 定 し ま す 。

■  設 置 物 の 重 量 に 応 じ た 床 材 選 び が 大 切 で す 。

■ 試 験 方 法

荷 重 除 去 後 の 復 元 率 が 高 い ほ ど 回 復 性 の 高 い 床 材 と 言 え ま す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

■ 復 元 性 試 験 結 果

●   キ  ャ ス  タ  ー  　 直 径 5 0 m m 巾 2 0 m m

● 荷 重 条 件  9 0 k g （ 1 脚 当 た り 3 0 k g ）

耐 静 止 荷 重 性

試 験 簡 略 図

3 0 k g

4 8 時 間

9 0 k g

試 験 体キ  ャ ス  タ  ー

商 品 名
総 厚

（ m m ）

復 元 率 （ ％ ）

荷 重 除 去 直 後  1 時 間 後 1 日 後 5 日 後 1 週 間 後  2 週 間 後

ス ト リ ー ム

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ オ ン P U R

ナ ー シ ン グ フ ロ ア

エ ス リ ュ ー ム 　 リ ア ル

2. 0

2. 0

2. 0

2. 0

2. 0

8 6. 3

9 7. 9

9 2. 1

7 7. 9

8 7. 8

8 8. 2

9 8. 4

9 3. 7

8 5. 7

9 3. 9

9 4. 9

1 0 0. 0

9 7. 4

9 2. 7

9 8. 5

9 6. 7

1 0 0. 0

9 8. 9

9 3. 1

9 9. 0

9 7. 1

1 0 0. 0

9 9. 5

9 4. 1

9 9. 5

9 7. 1

1 0 0. 0

9 9. 5

9 4. 8

9 9. 5

単 層 シ ー ト は 荷 重 除 去 直 後 お よ び ２ 週 間 後 の い ず れ も 復 元 力 が あ り ま す 。

1 7 1 8

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 1 7- 1 8 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



床 材 は 、 薬 品 や 溶 剤 等 に よ っ て 変 色 や 材 質 の 変 化 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ り ま す 。

下 記 試 験 結 果 は 学 校 、 工 場 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 等 の 耐 薬 品 性 が 求 め ら れ る 場 所 で 床 材 を 選 定 す る た め の 一 つ の 目 安 で す 。

■ 薬  品  等  に  対 し て の  耐  汚  染  性  試  験  で  す 。

温 度 2 3 ℃ 、 湿 度 5 0 ％ の 試 験 室 に て 、 床 材 表 面 に 試 薬 を 2 ml 滴 下 し 、 時 計 皿 を 被 せ 、2 4 時 間 静 置 し ま す 。                         

そ の 後 、 家 庭 用 中 性 洗 剤 で 除 去 し 、 さ ら に 工 業 用 ア ル コ ー ル で 表 面 を 拭 き 取 り 、 試 験 室 で 1 時 間 静 置 し ま す 。                                   

目 視 に よ っ て 滴 下 部 分 の 色 、 光 沢 及 び 材 質 の 変 化 を 確 認 し 、 汚 染 性 を 評 価 し ま し た 。

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 4 高 分 子 系 張 り 床 材 試 験 方 法 　 耐 汚 染 性 試 験

A ： 変  化  し  な  い

B ： わ  ず  か  に  変  化

C ： 変  化

D ： 大  き く  変  化

■ 評 価 基 準

耐 薬 品 性

試 験 体

試 薬

無 機 酸

有 機 酸

ア ル カ リ

殺  菌 ・ 消  毒

検 査 薬

塩 類

有 機 溶 剤

汚 染 物 質

硫 酸 5 ％

5 0 ％

硝 酸 6 1 ％

塩 酸 3 7 ％

ク ロ ム 酸  2 5 ％

酢 酸 9 9 ％

蓚 酸 2 0 ％

ク エ ン 酸  2 0 ％

乳 酸 8 5 ％

水 酸 化 ナ ト リ ウ ム  2 5 ％

ア ン モ ニ ア 水 2 8 ％

フ ェ ノ ー ル  1 0 ％

ホ  ル マ リ ン  3 7 ％

ヨ ー ド ホ ル ム 2 0 ％

ラ イ ト 血 液 染 色 剤  3 ％

ポ ビ ド ン ヨ ー ド 

ク レ ゾ ー ル  4 2 ～ 5 2 ％

ギ ム ザ 血 液 染 色 剤

パ パ ニ コ ロ ウ 染 色 液

過 酸 化 水 素 水  3 1 ％

ヘ マ ト キ シ リ ン 媒 染 剤

次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム  6 ％

消  毒  用  エ  タ ノ  ー  ル

塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム

オ キ シ ラ イ ト

過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム   1 0  ％

硝 酸 銀 0. 1 N

メ タ ノ  ー  ル

メ チ ル エ チ ル ケ ト ン

酢  酸 エ チ ル

テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン

キ シ レ ン

ト ル  エ ン

ト リ ク レ ン

ジ ク ロ ロ エ タ ン

ガ ソ リ ン

マ シ ン 油

可 塑 剤

大 豆 油

セ メ ン ト ペ  ー ス ト

ア ニ リ ン ブ ル  ー

飽  和 ぶ ど う 糖

パ ー マ 液

※ 上 記 の 評 価 は 社 内 基 準 に よ る 判 定 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 品 番 に よ り 評 価 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

■ 耐 汚 染 試 験 結 果
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ナ ー シ  ン グ フ ロ ア

単 層 シ ー ト は 粒 子 の 細 か い 緻 密 な 単 層 構 造 で す の で 、薬  品  が  入  り  込  み  に  く く  万 が 一 表 面 が 変 化 し て も バ フ ィ ン グ に よ っ て 表 面 が 再 生 し ま す 。

家 具 や 機 器 類 な ど の 重 量 物 が 長 時 間 に わ た っ て 所 定 位 置 に 置 か れ て い た あ と に は 、 へ こ み 跡 が 残 る こ と が あ り ま す 。

一 般 的 に 表 面 が 柔 ら か い 床 材 ほ ど へ こ み 跡 が 残 り や す く な り ま す 。

耐 静 止 荷 重 性 と は 、 長 時 間 の 荷 重 後 の 床 材 表 面 の 復 元 力 （ へ こ み 回 復 力 ） を 示 し て お り 、 施 設 内 で の 床 材 選 択 の 目 安 と な り ま す 。

鉄 板 上 に 置 い た 各 種 床 材 サ ン プ ル に 荷 重 が 平 均 に か か る よ う に す る た め 、

三 脚 に キ ャ ス タ ー を 取 り 付 け た 台 上 に 9 0 k g の お も り を 乗 せ 、4 8 時 間 放 置 し 、

荷 重 除 去 後 の へ こ み 量 を 測 定 し ま す 。

■  設 置 物 の 重 量 に 応 じ た 床 材 選 び が 大 切 で す 。

■ 試 験 方 法

荷 重 除 去 後 の 復 元 率 が 高 い ほ ど 回 復 性 の 高 い 床 材 と 言 え ま す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。

■ 復 元 性 試 験 結 果

●   キ  ャ ス  タ  ー  　 直 径 5 0 m m 巾 2 0 m m

● 荷 重 条 件  9 0 k g （ 1 脚 当 た り 3 0 k g ）

耐 静 止 荷 重 性

試 験 簡 略 図

3 0 k g

4 8 時 間

9 0 k g

試 験 体キ  ャ ス  タ  ー

商 品 名
総 厚

（ m m ）

復 元 率 （ ％ ）

荷 重 除 去 直 後  1 時 間 後 1 日 後 5 日 後 1 週 間 後  2 週 間 後

ス ト リ ー ム

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ オ ン P U R

ナ ー シ ン グ フ ロ ア

エ ス リ ュ ー ム 　 リ ア ル
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9 7. 9
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7 7. 9
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9 8. 4

9 3. 7

8 5. 7

9 3. 9

9 4. 9

1 0 0. 0

9 7. 4

9 2. 7

9 8. 5

9 6. 7

1 0 0. 0

9 8. 9

9 3. 1

9 9. 0

9 7. 1

1 0 0. 0

9 9. 5

9 4. 1

9 9. 5

9 7. 1

1 0 0. 0

9 9. 5

9 4. 8

9 9. 5

単 層 シ ー ト は 荷 重 除 去 直 後 お よ び ２ 週 間 後 の い ず れ も 復 元 力 が あ り ま す 。

1 7 1 8

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 1 7- 1 8 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



車 椅 子 や 配 膳 車 、 移 動 ベ ッ ド な ど キ ャ ス タ ー で 移 動 す る も の の 走 行 を 考 え た 場 合 、 床 材 の 耐 久 性 や 安 全 性 と い っ た 機 能 と と も に 走 行 性 も 考 慮 す る 必 要 が あ り ま す 。

一 般 的 に 、 床 材 の 表 面 が 硬 く 弾 力 性 の な い も の ほ ど 走 行 性 は よ く な り ま す が 、 硬 い 床 材 は 衝 撃 吸 収 性 や 歩 行 感 に 劣 る た め 、 場 所 に 応 じ て 性 能 の バ ラ ン ス を 考 え た

床 材 を 選 ぶ 必 要 が あ り ま す 。

■ 車  椅  子  や ス ト レ ッ チ ャ ー  の ス  ム ー ズ  な  移  動

車 椅 子 走 行 性

車 椅 子 が 動 き 出 す 時 に か け る 力 （ N 値 ） が 小 さ い ほ ど 走 行 し や す い こ と を 示 し ま す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

試 験 床 材 を 鉄 板 の 上 に 敷 き 、 そ の 上 に 左 右 の パ イ プ に ロ ー プ を 取 り 付 け た

車 椅 子 を 乗 せ 、 試 験 者 （ 重 量 6 4 k g ） を 乗 せ て 1 5 秒 間 静 止 し た 後 に ゆ っ く り と

ロ ー プ を 引 っ 張 り 、 動 き 出 す と き の 力 の 大 き さ （ N 値 ） を 測 定 し ま す 。

■ 試 験 方 法

■ 車 椅 子 の 直 進 走 行 性 試 験 結 果

※ 1 k g f = 9. 8 N   

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 品 番 に よ り 数 値 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

ロ ー ド セ ル

（ 引 っ 張 り 試 験 機 ）

重 量 ： 2 1. 1 k g

前 輪 ： ゴ ム 製  直 径 1 7 c m

後 輪 ： チ ュ ー ブ 式 タ イ ヤ 直 径 6 0 c m

重 量 ： 6 4 k g

●  車 椅 子

●  試 験 者
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床 材 の 安 全 性 を 考 え る 上 で 防 滑 性 は 一 つ の 重 要 な 要 素 と な り ま す 。

滑 り 過 ぎ る 床 は も ち ろ ん の こ と 、 極 端 に 滑 り に く い 床 も つ ま ず き や 転 倒 の 危 険 性 が あ り 、 空 間 に 応 じ て 適 度 な 防 滑 性 が 要 求 さ れ ま す 。

東 京 工 業 大 学 （ 現  東 京 科 学 大 学 ） の 小 野 研 究 所 が 開 発 し た 滑 り 試 験 機 に よ る

O Y- P U L L 法 に て 試 験 を 行 っ て い ま す 。 実 際 の 歩 行 に 最 も 即 し て い る 試 験 方 法 と 言 わ

れ 、 滑 り 片 に 実 際 に 使 用 す る 履 物 の 底 を 貼 り 付 け 、8 0 ㎏ ｆ の 荷 重 を の せ 、1 8 ° の 角 度

で 引 っ 張 っ た 時 に 得 ら れ る 最 大 引 張 り 荷 重 を 測 定 し 、 そ の 値 を 載 荷 重 量 （ 8 0 k g ） で 除

し た 値 （ C. S. R 値 ） を す べ り 抵 抗 の 評 価 指 数 と し ま し た 。

■ バ ラ ン ス 良 い 適 度 な 防 滑 性 が 転 倒 事 故 を 防 ぎ ま す 。

■  試 験 方 法 … JI S A 1 4 5 4 高 分 子 系 張 り 床 材 試 験 方 法 「 滑 り 性 試 験 」

防 滑 性

優 れ た 防 滑 性 を 持 つ 床 材 の 条 件 と は 、 乾 燥 し 清 掃 さ れ た 状 態 と 、 水 や 土 砂 が 付 着 し た 状 態 で 防 滑 性 能 の 差 が 小 さ い こ と 、 つ ま り 、 ど の よ う な 状 況 下 で も 滑 り や す さ 、

つ ま ず  き や す さ の  変  化  が  小  さ い こ と で  す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

1. 定 速 モ ー タ ー

2. 重 錘 （ 鉛 直 荷 重 用 ）

3. 滑 り 片 台 座

4. 試 験 体 （ 測 定 対 象 床 ）

5. 荷 重 変 換 器

6 .  ガ  イ ド レ  ー  ル

7 . ワ イ ヤ  ー

8. 滑 車

9. 引 っ 張 り 荷 重 速 度 調 整 器

す べ り 試 験 機 （ O- Y ・ P S M ） 簡 略 図
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■ 床  材  の  す  べ  り  最  適  値  お  よ  び  許  容  範  囲 （  下  足  床  ）

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 

■ 床  材  の  す  べ  り  最  適  値  お  よ  び  許  容  範  囲 （  下  足  床  ）

想 定 履 物 す べ り 測 定 結 果 商 品 名 す べ る C. S. R

（ C. S. R 値 ）

す べ ら な い
0. 4 0. 6 0. 8 1. 0

最 適 値

許 容 範 囲

ス ト リ ー ム

グ  ラ ニ ッ ト

オ デ オ ン P U R

エ  ス リ ュ  ー  ム  　  プ  レ  ー ン

動 作

歩 行

駆 け 出 し

急 停 止

方 向 転 換
紳 士 靴

（ 合 成 ゴ ム 底 ）

乾 燥 状 態
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車 椅 子 や 配 膳 車 、 移 動 ベ ッ ド な ど キ ャ ス タ ー で 移 動 す る も の の 走 行 を 考 え た 場 合 、 床 材 の 耐 久 性 や 安 全 性 と い っ た 機 能 と と も に 走 行 性 も 考 慮 す る 必 要 が あ り ま す 。

一 般 的 に 、 床 材 の 表 面 が 硬 く 弾 力 性 の な い も の ほ ど 走 行 性 は よ く な り ま す が 、 硬 い 床 材 は 衝 撃 吸 収 性 や 歩 行 感 に 劣 る た め 、 場 所 に 応 じ て 性 能 の バ ラ ン ス を 考 え た

床 材 を 選 ぶ 必 要 が あ り ま す 。

■ 車  椅  子  や ス ト レ ッ チ ャ ー  の ス  ム ー ズ  な  移  動

車 椅 子 走 行 性

車 椅 子 が 動 き 出 す 時 に か け る 力 （ N 値 ） が 小 さ い ほ ど 走 行 し や す い こ と を 示 し ま す 。

■ 数 値 の 判 断 基 準 は ？

試 験 床 材 を 鉄 板 の 上 に 敷 き 、 そ の 上 に 左 右 の パ イ プ に ロ ー プ を 取 り 付 け た

車 椅 子 を 乗 せ 、 試 験 者 （ 重 量 6 4 k g ） を 乗 せ て 1 5 秒 間 静 止 し た 後 に ゆ っ く り と

ロ ー プ を 引 っ 張 り 、 動 き 出 す と き の 力 の 大 き さ （ N 値 ） を 測 定 し ま す 。

■ 試 験 方 法

■ 車 椅 子 の 直 進 走 行 性 試 験 結 果

※ 1 k g f = 9. 8 N   

※ 上 記 の 値 は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん 。 品 番 に よ り 数 値 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。
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■ 床  材  の  す  べ  り  最  適  値  お  よ  び  許  容  範  囲 （  下  足  床  ）
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メ ン  テ  ナ  ン ス  ガ  イ ド

手 　 順

手 　 順

❶ ま  ず  玄  関  の  外  に  雨 ・ 風  耐  用  型  の  マ  ッ  ト  を  置  き  、 外  か  ら  の  泥 ・ 砂  な  ど  を  ふ  る  い  落  と  し  ま  す  。

❷ 次 に 風 除 室 内 に 雨 の 日 の 水 分 ま で 吸 着 す る マ ッ ト を 敷 き ま す 。

❸ 最  後  に  施  設  内  に  汚  れ ・ 埃 ・ 水  分  吸  着  用  マ  ッ  ト  を  敷  き  ま  す  。

来 訪 者 が 施 設 内 に 入 る ま で に 、 外 か ら の 泥 ・ 砂 を 自 然 に 歩 い て 落 と す に は 、

約 6 ｍ の 除 塵 ス ペ ー ス が  必  要 で あ る と 言  わ れ て い ま す 。

な る べ く 広 範 囲 に わ た っ て フ ロ ア マ ッ ト を 設 置 す る こ と が 、 施 設 内 部 へ の 汚

れ の  持 ち 込  み を 防 ぎ ま す 。

床 材 の 施 工 直 後 は 初 期 の 汚 れ を 防 止 す る こ と が 大 切 で す 。 床 材 施 工 後 は キ ズ が つ か な い よ う 、 必 ず 養 生 を 行 っ て く だ さ い 。 土 足 で の 通 行 を 禁 止

し 、 接 着 剤 が 完 全 に 乾 燥 ・ 硬 化 す る ま で 十 分 な 養 生 期 間 を 取 っ た 後 に 、 初  期 メ ン テ ナ ン ス を 行  い ま す 。

❶ 接  着  剤  が  完  全  に 硬  化 し て い  る こ と を  確  認 し て く だ さ い  。

❹ 施 設 使 用 前 に ポ リ ッ シ ャ ー （ 磨 き 用 パ ッ ド ） で 洗 い 磨 き を し て く だ さ い 。 そ の 後 モ ッ プ な ど で 水 拭 き し 、 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 剤 成 分 を 完 全 に 除 去 し 、

乾  燥  さ せ  て く だ さ い  。

❸ 接 着 剤 や ヒ ー ル マ ー ク な ど の 汚 れ は 、 床 材 の 表 面 を キ ズ つ け な い よ う に ス ク レ イ パ ー や ハ ン ド パ ッ ド で 取 り 除 き 、 水 ま た は 洗 浄 剤 を 含 ま せ た モ ッ

プ や ウ エ ス な ど で 拭 き と っ て く だ さ い 。

※ 洗 い 磨 き は 汚 れ を 落 と す だ け で な く 床 材 表 面 の 平 滑 性 が 増 し 、 汚 れ に く く し ま す の で 、 日 常 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に な り ま す 。

※ 洗 浄 で 使 用 す る 水 や 洗 浄 剤 の 量 が 少 な い と 、 床 面 に 不 具 合 を 発 生 さ せ る 恐 れ が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

※ マ ッ ト が 汚 れ て 泥 ・ 砂 が 飽 和 状 態 の ま ま 放 置 す る と 逆 に マ ッ ト の 汚 れ が 内 部 に 入 っ て き ま す の で 、 マ ッ ト は 常 に 清 掃 し て く だ さ い 。 毎 日 の バ キ ュ ー ム と 月 1 回 の 水 洗 い を お す す め し ま す 。

❷ ダ ス タ ー ク ロ ス や 掃 除  機 な ど で 床 面 を 掃 除 し 、 チ リ や 埃 を 除 去 し て く だ さ い 。

初 期
メ ン テ ナ ン ス

日 常
メ ン テ ナ ン ス

日 常 メ ン テ ナ ン ス の ポ イ ン ト は 、「 汚 れ る 前 に 予 防 清 掃 を す る 」 こ と で す 。 施 設 内 の 汚 れ の 8 0 % は 外 か ら 運 び 込 ま れ ま す 。 靴 底 に 付 着 し た 泥 ・ 砂 な

ど が 施 設 内 に 持 ち 込 ま れ 、 汚 れ が 拡 散 し ま す 。 こ の た め 、 施 設 ま わ り の 日 常 清 掃 も 大 切 で す 。

エ ン ト ラ ン ス に は 以 下 の 3 段 階 の マ ッ ト 設 置 が 汚 れ の 持 ち 込 み 防 止 に 効 果 を 発 揮 し ま す 。

予 防 清 掃

床 材 や ご 使 用 用 途 ・ 目 的 に 応 じ た 洗 浄 剤 や ワ ッ ク ス 、 剥 離 剤 、 パ ッ ド を お 選 び く だ さ い 。
ま た 、 洗 浄 剤 や ワ ッ ク ス 、 剥 離 剤 は 製 造 元 が 推 奨 す る 使 用 方 法 を 必 ず ご 確 認 の 上 、 ご 使 用 く だ さ い 。

※ 広 い 面 積 で の 作 業 に は 自 動 床 洗 浄 機 を 使 用 し て い た だ く と 効 率 的 で す 。

※ キ ズ が 目 立 つ よ う に な っ て き た ら 、 自 動 床 洗 浄 機 で 洗 い 磨 き を し て く だ さ い 。 目 安 は 歩 行 量 の 多 い 場

所 で 週 1 回 か ら 2 週 間 に 1 回 程 度 で す 。 洗 い 磨 き が 終 わ っ た ら モ ッ プ な ど で 水 拭 き し 、 汚 れ を 含 ん だ

洗 浄 剤 成 分 を 完 全 に 除 去 し 、 乾 燥 さ せ て く だ さ い 。

※ 洗 い 磨 き は 汚 れ を 落 と す だ け で な く 床 材 表 面 の 平 滑 性 が 増 し 、 汚 れ に く く し ま す 。

日 常
メ ン テ ナ ン ス

手 　 順

日 常 清 掃 で は 、 汚 れ が ひ ど く な る 前 に 汚 れ の 原 因 を 取 り 除 く こ と が 長 期 に わ た る 美 観 維 持 に つ な が り ま す 。

❶ ダ ス タ ー ク ロ ス や 掃 除  機 で チ リ や 埃 を 除 去 し た 後 に 、 固 く 絞 っ た モ ッ プ な ど で 水 拭

き し て く だ さ い  。 雨  天  時  は  エ  ン ト ラ ン ス 付  近  を  重  点  的  に  行  っ て く だ さ い  。

❸ 状 況 に 応 じ 希 釈 し た 洗 浄 剤 を 床 面 に モ ッ プ で 塗 布 し 、 ポ リ ッ シ ャ ー で 洗 浄 し て 汚 れ を 取 り

除 き 、 ス キ ー ジ ー な ど で 汚 水 を 迅 速 に 回 収 ・ 除 去 し て く だ さ い 。 そ の 後 モ ッ プ  な  ど で 水 拭 き

し 、 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 剤 成 分 を 完 全 に 除 去 し 乾 燥 さ せ て く だ さ い 。

❷ 落 ち に く い 汚 れ は 、 水 ま た は 洗 浄 剤 を 含 ま せ た モ ッ プ や ウ エ ス な ど で 拭 き 取 っ て く

だ さ い 。 洗 浄 剤 で も 落 ち な い 汚 れ は 、 ア ル コ ー ル な ど で 除 去 し て く だ さ い 。 ま た 洗

浄 剤 や ア ル コ ー ル を 使 用 し た 場 合 は 、 必 ず 水 拭 き を し て く だ さ い 。

日 常 清 掃

※ ポ リ ッ シ ャ ー や 自 動 床 洗 浄 機 が 入 ら な い コ ー ナ ー 部 や 壁 際 は 、 水 ま た は 洗 浄 剤 を つ け 固 く 絞 っ た モ ッ プ で 清 掃 し て く だ さ い 。 使 用 後 は 洗 浄 剤 を モ ッ プ な ど で 水 拭 き を し 、 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 剤 成

分 を 完 全 に 除 去 し 、 乾 燥 さ せ て く だ さ い 。

※ 洗 浄 で 使 用 す る 水 や 洗 浄 剤 の 量 が 少 な い と 、 床 面 に 不 具 合 を 発 生 さ せ る 恐 れ が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。 

注 意 事 項

■ メ ン テ ナ ン ス 用 品 の ご 紹 介

ワ ッ ク ス フ リ ー メ ン テ ナ ン ス （ 単 層 シ ー ト ） に 適 し た オ ス ス メ 用 品 の 一 覧

屋 　 外

風 除 室

屋 　 内

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 洗 浄 王 プ ラ ス C 』 ア ル カ リ 性

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 グ リ ー ン プ ラ ス マ ル チ ク リ ー ナ ー 』 中 性

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 ハ イ ジ ー ン ク ロ ス Ⅱ 』

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 ハ イ ジ ー ン ク ロ ス W e t 』

ス リ ー エ ム ジ ャ パ ン （ 株 ）『 ス コ ッ チ ・ ブ ラ イ ト 白 / 赤 』

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 ツ イ ス タ ー パ ッ ド 紫 / 緑 / 黄 / 白 』

山 崎 産 業 （ 株 ）『 エ バ ッ ク ブ ラ シ ハ ー ド マ ッ ト 』

（ 株 ） テ ラ モ ト 『 ケ ミ タ ン グ ル ハ ー ド 』

山 崎 産 業 （ 株 ）『 ブ イ ス テ ッ プ マ ッ ト 』

（ 株 ） テ ラ モ ト 『 ダ ス ト ッ プ X 』

山 崎 産 業 （ 株 ）『 ロ ン ス テ ッ プ マ ッ ト タ フ 3 0 0 』

（ 株 ） テ ラ モ ト 『 パ ワ ー ペ ア ロ ン 』

ダ  ス ト マ ッ ト 洗 浄 剤

ダ ス タ ー ク ロ ス

フ ロ  ア パ ッ ド （ ポ リ ッ シ ャ ー 及 び 自 動 床 洗 浄 機 用 ）

2 1 2 2

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 2 1- 2 2 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



メ ン  テ  ナ  ン ス  ガ  イ ド

手 　 順

手 　 順

❶ ま  ず  玄  関  の  外  に  雨 ・ 風  耐  用  型  の  マ  ッ  ト  を  置  き  、 外  か  ら  の  泥 ・ 砂  な  ど  を  ふ  る  い  落  と  し  ま  す  。

❷ 次 に 風 除 室 内 に 雨 の 日 の 水 分 ま で 吸 着 す る マ ッ ト を 敷 き ま す 。

❸ 最  後  に  施  設  内  に  汚  れ ・ 埃 ・ 水  分  吸  着  用  マ  ッ  ト  を  敷  き  ま  す  。

来 訪 者 が 施 設 内 に 入 る ま で に 、 外 か ら の 泥 ・ 砂 を 自 然 に 歩 い て 落 と す に は 、

約 6 ｍ の 除 塵 ス ペ ー ス が  必  要 で あ る と 言  わ れ て い ま す 。

な る べ く 広 範 囲 に わ た っ て フ ロ ア マ ッ ト を 設 置 す る こ と が 、 施 設 内 部 へ の 汚

れ の  持 ち 込  み を 防 ぎ ま す 。

床 材 の 施 工 直 後 は 初 期 の 汚 れ を 防 止 す る こ と が 大 切 で す 。 床 材 施 工 後 は キ ズ が つ か な い よ う 、 必 ず 養 生 を 行 っ て く だ さ い 。 土 足 で の 通 行 を 禁 止

し 、 接 着 剤 が 完 全 に 乾 燥 ・ 硬 化 す る ま で 十 分 な 養 生 期 間 を 取 っ た 後 に 、 初  期 メ ン テ ナ ン ス を 行  い ま す 。

❶ 接  着  剤  が  完  全  に 硬  化 し て い  る こ と を  確  認 し て く だ さ い  。

❹ 施 設 使 用 前 に ポ リ ッ シ ャ ー （ 磨 き 用 パ ッ ド ） で 洗 い 磨 き を し て く だ さ い 。 そ の 後 モ ッ プ な ど で 水 拭 き し 、 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 剤 成 分 を 完 全 に 除 去 し 、

乾  燥  さ せ  て く だ さ い  。

❸ 接 着 剤 や ヒ ー ル マ ー ク な ど の 汚 れ は 、 床 材 の 表 面 を キ ズ つ け な い よ う に ス ク レ イ パ ー や ハ ン ド パ ッ ド で 取 り 除 き 、 水 ま た は 洗 浄 剤 を 含 ま せ た モ ッ

プ や ウ エ ス な ど で 拭 き と っ て く だ さ い 。

※ 洗 い 磨 き は 汚 れ を 落 と す だ け で な く 床 材 表 面 の 平 滑 性 が 増 し 、 汚 れ に く く し ま す の で 、 日 常 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に な り ま す 。

※ 洗 浄 で 使 用 す る 水 や 洗 浄 剤 の 量 が 少 な い と 、 床 面 に 不 具 合 を 発 生 さ せ る 恐 れ が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

※ マ ッ ト が 汚 れ て 泥 ・ 砂 が 飽 和 状 態 の ま ま 放 置 す る と 逆 に マ ッ ト の 汚 れ が 内 部 に 入 っ て き ま す の で 、 マ ッ ト は 常 に 清 掃 し て く だ さ い 。 毎 日 の バ キ ュ ー ム と 月 1 回 の 水 洗 い を お す す め し ま す 。

❷ ダ ス タ ー ク ロ ス や 掃 除  機 な ど で 床 面 を 掃 除 し 、 チ リ や 埃 を 除 去 し て く だ さ い 。

初 期
メ ン テ ナ ン ス

日 常
メ ン テ ナ ン ス

日 常 メ ン テ ナ ン ス の ポ イ ン ト は 、「 汚 れ る 前 に 予 防 清 掃 を す る 」 こ と で す 。 施 設 内 の 汚 れ の 8 0 % は 外 か ら 運 び 込 ま れ ま す 。 靴 底 に 付 着 し た 泥 ・ 砂 な

ど が 施 設 内 に 持 ち 込 ま れ 、 汚 れ が 拡 散 し ま す 。 こ の た め 、 施 設 ま わ り の 日 常 清 掃 も 大 切 で す 。

エ ン ト ラ ン ス に は 以 下 の 3 段 階 の マ ッ ト 設 置 が 汚 れ の 持 ち 込 み 防 止 に 効 果 を 発 揮 し ま す 。

予 防 清 掃

床 材 や ご 使 用 用 途 ・ 目 的 に 応 じ た 洗 浄 剤 や ワ ッ ク ス 、 剥 離 剤 、 パ ッ ド を お 選 び く だ さ い 。
ま た 、 洗 浄 剤 や ワ ッ ク ス 、 剥 離 剤 は 製 造 元 が 推 奨 す る 使 用 方 法 を 必 ず ご 確 認 の 上 、 ご 使 用 く だ さ い 。

※ 広 い 面 積 で の 作 業 に は 自 動 床 洗 浄 機 を 使 用 し て い た だ く と 効 率 的 で す 。

※ キ ズ が 目 立 つ よ う に な っ て き た ら 、 自 動 床 洗 浄 機 で 洗 い 磨 き を し て く だ さ い 。 目 安 は 歩 行 量 の 多 い 場

所 で 週 1 回 か ら 2 週 間 に 1 回 程 度 で す 。 洗 い 磨 き が 終 わ っ た ら モ ッ プ な ど で 水 拭 き し 、 汚 れ を 含 ん だ

洗 浄 剤 成 分 を 完 全 に 除 去 し 、 乾 燥 さ せ て く だ さ い 。

※ 洗 い 磨 き は 汚 れ を 落 と す だ け で な く 床 材 表 面 の 平 滑 性 が 増 し 、 汚 れ に く く し ま す 。

日 常
メ ン テ ナ ン ス

手 　 順

日 常 清 掃 で は 、 汚 れ が ひ ど く な る 前 に 汚 れ の 原 因 を 取 り 除 く こ と が 長 期 に わ た る 美 観 維 持 に つ な が り ま す 。

❶ ダ ス タ ー ク ロ ス や 掃 除  機 で チ リ や 埃 を 除 去 し た 後 に 、 固 く 絞 っ た モ ッ プ な ど で 水 拭

き し て く だ さ い  。 雨  天  時  は  エ  ン ト ラ ン ス 付  近  を  重  点  的  に  行  っ て く だ さ い  。

❸ 状 況 に 応 じ 希 釈 し た 洗 浄 剤 を 床 面 に モ ッ プ で 塗 布 し 、 ポ リ ッ シ ャ ー で 洗 浄 し て 汚 れ を 取 り

除 き 、 ス キ ー ジ ー な ど で 汚 水 を 迅 速 に 回 収 ・ 除 去 し て く だ さ い 。 そ の 後 モ ッ プ  な  ど で 水 拭 き

し 、 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 剤 成 分 を 完 全 に 除 去 し 乾 燥 さ せ て く だ さ い 。

❷ 落 ち に く い 汚 れ は 、 水 ま た は 洗 浄 剤 を 含 ま せ た モ ッ プ や ウ エ ス な ど で 拭 き 取 っ て く

だ さ い 。 洗 浄 剤 で も 落 ち な い 汚 れ は 、 ア ル コ ー ル な ど で 除 去 し て く だ さ い 。 ま た 洗

浄 剤 や ア ル コ ー ル を 使 用 し た 場 合 は 、 必 ず 水 拭 き を し て く だ さ い 。

日 常 清 掃

※ ポ リ ッ シ ャ ー や 自 動 床 洗 浄 機 が 入 ら な い コ ー ナ ー 部 や 壁 際 は 、 水 ま た は 洗 浄 剤 を つ け 固 く 絞 っ た モ ッ プ で 清 掃 し て く だ さ い 。 使 用 後 は 洗 浄 剤 を モ ッ プ な ど で 水 拭 き を し 、 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 剤 成

分 を 完 全 に 除 去 し 、 乾 燥 さ せ て く だ さ い 。

※ 洗 浄 で 使 用 す る 水 や 洗 浄 剤 の 量 が 少 な い と 、 床 面 に 不 具 合 を 発 生 さ せ る 恐 れ が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。 

注 意 事 項

■ メ ン テ ナ ン ス 用 品 の ご 紹 介

ワ ッ ク ス フ リ ー メ ン テ ナ ン ス （ 単 層 シ ー ト ） に 適 し た オ ス ス メ 用 品 の 一 覧

屋 　 外

風 除 室

屋 　 内

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 洗 浄 王 プ ラ ス C 』 ア ル カ リ 性

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 グ リ ー ン プ ラ ス マ ル チ ク リ ー ナ ー 』 中 性

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 ハ イ ジ ー ン ク ロ ス Ⅱ 』

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 ハ イ ジ ー ン ク ロ ス W e t 』

ス リ ー エ ム ジ ャ パ ン （ 株 ）『 ス コ ッ チ ・ ブ ラ イ ト 白 / 赤 』

シ ー バ イ エ ス （ 株 ）『 ツ イ ス タ ー パ ッ ド 紫 / 緑 / 黄 / 白 』

山 崎 産 業 （ 株 ）『 エ バ ッ ク ブ ラ シ ハ ー ド マ ッ ト 』

（ 株 ） テ ラ モ ト 『 ケ ミ タ ン グ ル ハ ー ド 』

山 崎 産 業 （ 株 ）『 ブ イ ス テ ッ プ マ ッ ト 』

（ 株 ） テ ラ モ ト 『 ダ ス ト ッ プ X 』

山 崎 産 業 （ 株 ）『 ロ ン ス テ ッ プ マ ッ ト タ フ 3 0 0 』

（ 株 ） テ ラ モ ト 『 パ ワ ー ペ ア ロ ン 』

ダ  ス ト マ ッ ト 洗 浄 剤

ダ ス タ ー ク ロ ス

フ ロ  ア パ ッ ド （ ポ リ ッ シ ャ ー 及 び 自 動 床 洗 浄 機 用 ）

2 1 2 2

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 2 1- 2 2 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



床 材 立 ち 上 げ 施 工 用 部 材

※ モ ー ル と 出 隅 材 ・ 入 隅 材 は 若 干 色 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 　 ※ 必 要 に 応 じ て パ ー フ ェ ク ト シ ー ム で 補 強 し て く だ さ い 。

※ 写 真 と 現 品 の イ メ ー ジ が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

面 材 床  材  を  美 し く 立  ち  上  げ  ま す  。

出 隅 材

モ ー ル 施 工 性 と デ ザ イ ン 性 を 追 求 し ま し た 。

8

R 7.
1

8

1 5

R 2
0

1
5

5 0

5 0

5 0

5 0

1 ケ ー ス ： 2 m × 1 0 本 入

R 7. 1

5 05 0

出 隅 材 ・ 入 隅 材 を ご 注 文 の 際 は モ ー ル の 各 品 番 の 末 尾 を     内 の 数 字 に 入 れ 替 え て ご 指 定 く だ さ い 。 　 　

※ ベ ン リ ダ イ ン 瞬 間 （ B B - 5 4 6 ） も し く は ベ ン リ ダ イ ン 瞬 間 ゼ リ ー （ B B - 5 8 9 ） で 補 強 し て く だ さ い 。  ※ そ え 切 り で の 施 工 を お す す め し ま す 。

標 準 価 格 （ 税 別 ） 5, 9 0 0 円 ／ ケ ー ス

ケ ー ス 売

P M- 2 4 7 4 0

（ 単 位 ： m m ）

1 ケ ー ス ： 2 m × 1 0 本 入

R 2 0

標 準 価 格 （ 税 別 ） 9, 7 0 0 円 ／ ケ ー ス

ケ ー ス 売

P M- 2 4 7 5 0

（ 単 位 ： m m ）

R 7. 1
（ 単 位 ： m m ）

R 2 0

標 準 価 格 （ 税 別 ） 6 0 0 円 ／ 個標 準 価 格 （ 税 別 ） 6 0 0 円 ／ 個

標 準 価 格 （ 税 別 ）

1 8, 5 0 0 円 ／ ケ ー ス

1 ケ ー ス ： 2 m × 2 0 本 入

（ 単 位 ： m m ）

ケ ー ス 売

モ ー ル P M - 2 4 7 6 0 ・ 2 4 7 6 1 ・ 2 4 7 6 2

P M- 2 4 7 4 1 P M- 2 4 7 5 1

1
6

5 
1
1

4

1 （ 単 位 ： m m ）

両 面 テ ー プ

（ 単 位 ： m m ）

5 0 5 0

標 準 価 格 （ 税 別 ）

3 5 0 円 ／ 個
（ 単 位 ： m m ）

ご 注 文 の 例

P M - 2 4 7 6 1  3 個1出 隅 材

標 準 価 格 （ 税 別 ）

3 5 0 円 ／ 個

ご 注 文 の 例

P M - 2 4 7 6 2  3 個2入 隅 材

▲ P M- 2 4 7 9 0 ▲ P M- 2 4 8 0 0 ▲ P M- 2 4 8 1 0 ▲ P M- 2 4 8 2 0

▲ P M- 2 4 7 6 0 ▲ P M- 2 4 7 7 0 ▲ P M- 2 4 7 8 0

近 年 、 病 院 及 び 介 護 施 設 な ど で 使 用 さ れ て い る 医 療 用 ベ ッ ド の キ ャ ス タ ー が 床 材 と 接 触 す る 部 分 に 、 膨 れ や 破 損 が 発 生 す る 事 例 が 報 告 さ れ て い ま す 。

キ ャ ス タ ー に よ る 床 材 へ の 影 響 に つ い て

た だ し 、 こ れ ら の 対 策 も 床 材 の 膨 れ 、 破 損 を 確 実 に 防 止 で き る も の で は な く 、 あ く ま で も 問 題 の 発 生 を 軽 減 す る 方 法 の ひ と つ と し て ご 認 識 く だ さ い 。

床 材 に 求 め ら れ る 「 耐 動 荷 重 性 」 と 「 衝 撃 吸 収 性 」 の 両 立 は 、 現 時 点 で は 非 常 に 困 難 な も の と 言 わ ざ る を 得 ま せ ん が 、 弊 社 で は 今 後 も 引 き 続 き こ の 問 題 解 決 に 向 け た 検

証 や 商 品 開 発 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

独 自 試 験 に よ る 検 証 の 結 果 、 キ ャ ス タ ー に ロ ッ ク を 掛 け

た 状 態 で の 人 の 乗 り 降 り に よ っ て 繰 り 返 し 生 じ る 寸 動 、

あ る い は ベ ッ ド の 移 動 旋 回 な ど に よ る ね じ れ の 力 の 発 生

な ど 、 さ ま ざ ま な 要  因 が 複  合  的 に 作 用 し た も の と 考 え ら

れ ま す 。

こ の 事 象 に つ き ま し て は 今 後 も 多 角 的 な 検 証 ・ 改 善 が 必

要 で す が 、 当 面 、 同 様 の 事 象 の 発 生 を 軽 減 す る た め に 有

効 と 思 わ れ る 対 策 を 以 下 に ご 紹 介 し ま す 。

● 商 品 選 定 に お い て は 使 用 環 境 を 考 慮 し 、 で き る 限 り 耐 動 荷 重 性 能 の 高 い 床 材 を ご 選 定 く だ さ い 。

● 施 工 の 際 は 、 下 地 が 平 滑 で 十 分 に 乾 燥 し た 状 態 で あ り 、 十 分 な 強 度 が あ る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。 必 要 に 応 じ て 、 荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー

（ B B - 6 0 0 ） を 塗 布 し て く だ さ い 。 一 般 的 な 下 地 水 分 レ ベ ル と 施 工 方 法 の 目 安 の 組 み 合 わ せ は 下 表 の 通 り で す が 、 特 に 日 常 的 な 重 量 物 の 移

動 ・ 搬 送 な ど に よ る 負 荷 が 想 定 さ れ る 場 所 に 関 し て は 、 下 地 の 水 分 レ ベ ル が グ レ ー ド  の 場 合 で も 、 エ  ポ  キ  シ ・ ウ  レ  タ  ン  樹  脂  系  接  着  剤 を 適

切 な 塗 布 量 で 使 用 し 、 十 分 に 圧 着 し て く だ さ い （ よ り 接 着 強 度 に 優 れ る E P - 3 0 0 を お す す め し ま す ） 。

● ベ ッ ド の 取 り 扱 い は 、 ベ ッ ド メ ー カ ー の 定 め る 取 扱 い 説 明 書 の 内 容 に 従 っ て 正 し く ご 使 用 く だ さ い 。

　 例  ・ 壁 面 か ら 適 切 な 距 離 （ 目 安 1 0 c m ） を 開 け て 設 置 し て く だ さ い 。

    ・ キ ャ ス タ ー を ロ ッ ク し た ま ま ベ ッ ド を ず ら し た り 動 か し た り し な い で く だ さ い 。

● ベ ッ ド の キ ャ ス タ ー が 接 地 す る 部 分 に 当 て 板 を 用 い る こ と で 床 材 に か か る 負 担 を 軽 減 で き ま す 。

壁 か ら 離 れ る 方 向 に 最 大 で 約 8 c m

押 し 出 さ れ る 動 き に 対 応 で き る ス ペ ー ス 。

ベ ッ ド の 高 さ が 中 間 位 置 で 設 置 さ れ 壁 と の 距 離 が な い 場 合 、

昇 降 時 に 押 し 出 さ れ る 動 き に よ っ て 、 ロ ッ ク さ れ た キ ャ ス タ ー

部 分 と 床 面 に 負 荷 が か か る 。

ベ ッ ド  面  の  動  き ベ ッ ド  面  の  動  き

壁 壁

約 8 c m

約 1 0 c m

4 4 0 未 満

4 4 0 以 上 6 2 0 未 満

6 2 0 以 上

8 % 未 満

8 % 以 上 1 0 % 未 満

1 0 % 以 上  2 4 時 間 後 に 変 色 結 露 が 見 ら れ る

2 4 時 間 後 黒 ず み （ 輪 郭 不 明 瞭 ）

2 4 時 間 後 変 化 な し

下 地 表 面 に 水 滴 が 浮 く

下 地 表 面 が 黒 ず む

下 地 表 面 に 変 化 な し
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※ 使 用 水 分 計 ： 株 式 会 社 ケ ツ ト 科 学 研 究 所 　 高 周 波 静 電 容 量 式 水 分 計 「 HI - 5 2 0 - 2 」D. M O D E 選 択 に よ る
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床 材 立 ち 上 げ 施 工 用 部 材

※ モ ー ル と 出 隅 材 ・ 入 隅 材 は 若 干 色 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 　 ※ 必 要 に 応 じ て パ ー フ ェ ク ト シ ー ム で 補 強 し て く だ さ い 。

※ 写 真 と 現 品 の イ メ ー ジ が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

面 材 床  材  を  美 し く 立  ち  上  げ  ま す  。

出 隅 材

モ ー ル 施 工 性 と デ ザ イ ン 性 を 追 求 し ま し た 。

8

R 7.
1

8

1 5

R 2
0

1
5

5 0

5 0

5 0

5 0

1 ケ ー ス ： 2 m × 1 0 本 入

R 7. 1

5 05 0

出 隅 材 ・ 入 隅 材 を ご 注 文 の 際 は モ ー ル の 各 品 番 の 末 尾 を     内 の 数 字 に 入 れ 替 え て ご 指 定 く だ さ い 。 　 　

※ ベ ン リ ダ イ ン 瞬 間 （ B B - 5 4 6 ） も し く は ベ ン リ ダ イ ン 瞬 間 ゼ リ ー （ B B - 5 8 9 ） で 補 強 し て く だ さ い 。  ※ そ え 切 り で の 施 工 を お す す め し ま す 。

標 準 価 格 （ 税 別 ） 5, 9 0 0 円 ／ ケ ー ス

ケ ー ス 売

P M- 2 4 7 4 0

（ 単 位 ： m m ）

1 ケ ー ス ： 2 m × 1 0 本 入

R 2 0

標 準 価 格 （ 税 別 ） 9, 7 0 0 円 ／ ケ ー ス

ケ ー ス 売

P M- 2 4 7 5 0

（ 単 位 ： m m ）

R 7. 1
（ 単 位 ： m m ）

R 2 0

標 準 価 格 （ 税 別 ） 6 0 0 円 ／ 個標 準 価 格 （ 税 別 ） 6 0 0 円 ／ 個

標 準 価 格 （ 税 別 ）

1 8, 5 0 0 円 ／ ケ ー ス

1 ケ ー ス ： 2 m × 2 0 本 入

（ 単 位 ： m m ）

ケ ー ス 売

モ ー ル P M - 2 4 7 6 0 ・ 2 4 7 6 1 ・ 2 4 7 6 2

P M- 2 4 7 4 1 P M- 2 4 7 5 1

1
6

5 
1
1

4

1 （ 単 位 ： m m ）

両 面 テ ー プ

（ 単 位 ： m m ）

5 0 5 0

標 準 価 格 （ 税 別 ）

3 5 0 円 ／ 個
（ 単 位 ： m m ）

ご 注 文 の 例

P M - 2 4 7 6 1  3 個1出 隅 材

標 準 価 格 （ 税 別 ）

3 5 0 円 ／ 個

ご 注 文 の 例

P M - 2 4 7 6 2  3 個2入 隅 材

▲ P M- 2 4 7 9 0 ▲ P M- 2 4 8 0 0 ▲ P M- 2 4 8 1 0 ▲ P M- 2 4 8 2 0

▲ P M- 2 4 7 6 0 ▲ P M- 2 4 7 7 0 ▲ P M- 2 4 7 8 0

近 年 、 病 院 及 び 介 護 施 設 な ど で 使 用 さ れ て い る 医 療 用 ベ ッ ド の キ ャ ス タ ー が 床 材 と 接 触 す る 部 分 に 、 膨 れ や 破 損 が 発 生 す る 事 例 が 報 告 さ れ て い ま す 。

キ ャ ス タ ー に よ る 床 材 へ の 影 響 に つ い て

た だ し 、 こ れ ら の 対 策 も 床 材 の 膨 れ 、 破 損 を 確 実 に 防 止 で き る も の で は な く 、 あ く ま で も 問 題 の 発 生 を 軽 減 す る 方 法 の ひ と つ と し て ご 認 識 く だ さ い 。

床 材 に 求 め ら れ る 「 耐 動 荷 重 性 」 と 「 衝 撃 吸 収 性 」 の 両 立 は 、 現 時 点 で は 非 常 に 困 難 な も の と 言 わ ざ る を 得 ま せ ん が 、 弊 社 で は 今 後 も 引 き 続 き こ の 問 題 解 決 に 向 け た 検

証 や 商 品 開 発 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

独 自 試 験 に よ る 検 証 の 結 果 、 キ ャ ス タ ー に ロ ッ ク を 掛 け

た 状 態 で の 人 の 乗 り 降 り に よ っ て 繰 り 返 し 生 じ る 寸 動 、

あ る い は ベ ッ ド の 移 動 旋 回 な ど に よ る ね じ れ の 力 の 発 生

な ど 、 さ ま ざ ま な 要  因 が 複  合  的 に 作 用 し た も の と 考 え ら

れ ま す 。

こ の 事 象 に つ き ま し て は 今 後 も 多 角 的 な 検 証 ・ 改 善 が 必

要 で す が 、 当 面 、 同 様 の 事 象 の 発 生 を 軽 減 す る た め に 有

効 と 思 わ れ る 対 策 を 以 下 に ご 紹 介 し ま す 。

● 商 品 選 定 に お い て は 使 用 環 境 を 考 慮 し 、 で き る 限 り 耐 動 荷 重 性 能 の 高 い 床 材 を ご 選 定 く だ さ い 。

● 施 工 の 際 は 、 下 地 が 平 滑 で 十 分 に 乾 燥 し た 状 態 で あ り 、 十 分 な 強 度 が あ る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。 必 要 に 応 じ て 、 荷 重 床 用 E P プ ラ イ マ ー

（ B B - 6 0 0 ） を 塗 布 し て く だ さ い 。 一 般 的 な 下 地 水 分 レ ベ ル と 施 工 方 法 の 目 安 の 組 み 合 わ せ は 下 表 の 通 り で す が 、 特 に 日 常 的 な 重 量 物 の 移

動 ・ 搬 送 な ど に よ る 負 荷 が 想 定 さ れ る 場 所 に 関 し て は 、 下 地 の 水 分 レ ベ ル が グ レ ー ド  の 場 合 で も 、 エ  ポ  キ  シ ・ ウ  レ  タ  ン  樹  脂  系  接  着  剤 を 適

切 な 塗 布 量 で 使 用 し 、 十 分 に 圧 着 し て く だ さ い （ よ り 接 着 強 度 に 優 れ る E P - 3 0 0 を お す す め し ま す ） 。

● ベ ッ ド の 取 り 扱 い は 、 ベ ッ ド メ ー カ ー の 定 め る 取 扱 い 説 明 書 の 内 容 に 従 っ て 正 し く ご 使 用 く だ さ い 。

　 例  ・ 壁 面 か ら 適 切 な 距 離 （ 目 安 1 0 c m ） を 開 け て 設 置 し て く だ さ い 。

    ・ キ ャ ス タ ー を ロ ッ ク し た ま ま ベ ッ ド を ず ら し た り 動 か し た り し な い で く だ さ い 。

● ベ ッ ド の キ ャ ス タ ー が 接 地 す る 部 分 に 当 て 板 を 用 い る こ と で 床 材 に か か る 負 担 を 軽 減 で き ま す 。

壁 か ら 離 れ る 方 向 に 最 大 で 約 8 c m

押 し 出 さ れ る 動 き に 対 応 で き る ス ペ ー ス 。

ベ ッ ド の 高 さ が 中 間 位 置 で 設 置 さ れ 壁 と の 距 離 が な い 場 合 、

昇 降 時 に 押 し 出 さ れ る 動 き に よ っ て 、 ロ ッ ク さ れ た キ ャ ス タ ー

部 分 と 床 面 に 負 荷 が か か る 。

ベ ッ ド  面  の  動  き ベ ッ ド  面  の  動  き

壁 壁

約 8 c m

約 1 0 c m

4 4 0 未 満

4 4 0 以 上 6 2 0 未 満

6 2 0 以 上

8 % 未 満

8 % 以 上 1 0 % 未 満

1 0 % 以 上  2 4 時 間 後 に 変 色 結 露 が 見 ら れ る

2 4 時 間 後 黒 ず み （ 輪 郭 不 明 瞭 ）

2 4 時 間 後 変 化 な し

下 地 表 面 に 水 滴 が 浮 く

下 地 表 面 が 黒 ず む

下 地 表 面 に 変 化 な し

施 工 不 可

耐 湿 工 法 推 奨

一 般 工 法

※ 使 用 水 分 計 ： 株 式 会 社 ケ ツ ト 科 学 研 究 所 　 高 周 波 静 電 容 量 式 水 分 計 「 HI - 5 2 0 - 2 」D. M O D E 選 択 に よ る

a

b

施 工 方 法 の 目 安
水 分 計 以 外 で の 確 認 方 法水 分 計 ※
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HI - 5 2 0 - 2

取 扱 上 の ご 注 意

ビ ニ ル 系 床 材 は 下 地 と の 接 着 力 が 耐 久 性 や 他 の 諸 性 能 に 大 き な 影 響 を 与 え ま す 。 そ の

た め 施 工 前 の 下 地 水 分 の 確 認 と そ れ に 応 じ た 接 着 剤 の 選 定 が 重 要 で す 。 そ の 判 断

基 準 と し て 水 分 計 の 表 示 値 を 用 い た グ レ ー ド で 判 断 し 、 施 工 方 法 の 目 安 と し て く だ さ い 。

選 択 上 の ご 注 意

 ● 物 性 試 験 デ ー タ は 、 商 品 の 耐 久 性 を 示 す 目 安 で す 。 選 択 の 際 に は 商 品 の 耐 久 性 以 上

の 用 途 で の ご 使 用 は お 避 け く だ さ い 。

 ● 建  築  基  準  法 ・ 消  防  法  に  よ  っ  て  、 使  用  方  法  な  ら  び  に  使  用  場  所  に  制  限  が  あ  り  ま  す  。

各 法 令 法 規 を ご 確 認 く だ さ い 。

 ● 暗 所 、 ア ル カ リ 性 雰 囲 気 、 高 温 多 湿 環 境 下 に お い て 、 床 材 が 変 色 す る 可 能 性 が あ り

ま  す  。 こ  の  よ  う  な  場  所  へ  床  材  を  施  工  す  る  際  に  は  、 変  色  が  発  生  し  て  も  目  立  た  な  い

濃 色 系 の 床  材 を 選  択 す る こ と を お す す め し ま す 。

 ● 抗 菌 性 を 求 め ら れ る 場 所 で は 、 抗 菌 マ ー ク の あ る 商 品 を お 選 び く だ さ い 。 人 体 に 影

響 が 少 な い 抗 菌 剤 を 使 用 し て い ま す が 、 乳 幼 児 が 誤 っ て 経 口 す る 可 能 性 の あ る 場

所 で の ご 使 用 は お 避 け く だ さ い 。

 ● 淡  色  系 ・ 無  地  調  の  床  材  ほ  ど  濃  色  系  に  比  べ  て  汚  れ  が  目  立  ち  や  す  く  な  り  ま  す  。 ま  た  、

フ ラ ッ ト な 表 面 形 状 に 比 べ て エ ン ボ ス が 深 い ほ ど 汚 れ が 残 り や す く な り ま す の で

お 含 み お き く だ さ い 。

運 搬 な ら び に 保 管 上 の ご 注 意

 ● 重 量 物 の た め 取 り 扱 い に は 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。 落 下 や 乱 暴 な 取 り 扱 い は 、 床 材 の

破 損 だ け で な く 、 傷 害 や 器 物 破 損 な ど を 招 く 場 合 が あ り ま す 。

 ● 縦 置 き の 場 合 は ロ ー プ な ど で 固 定 し 、 転 倒 防 止 を 図 っ て く だ さ い 。 横 置 き 保 管 の

場 合 は 、 俵 積 み を お 避 け く だ さ い 。

 ● ご 注 文 の 際 は 、 長 さ が 9 m 巻 （ 約 4 5 k g ） を 超 え る 場 合 、 配 送 が 困 難 に な り ま す の で

ご 相 談 く だ さ い 。

下 地 水 分 の 測 定 と 判 断 基 準 に つ い て

施 工 上 の ご 注 意

 ● 梱  包  紙  に  記  載  さ  れ  て  い  る  品  名 ・ 品  番 ・ ロ  ッ  ト ・ 数  量  を  ご  確  認  の  う  え  、 施  工  を  開  始  し  て

く だ さ い 。 同 一 床 面 上 は 、 同 ロ ッ ト で 仕 上 げ て く だ さ い 。

 ● 幅 継 ぎ を す る 際 は 、 耳 部 ど う し で ジ ョ イ ン ト し て く だ さ い 。 ジ ョ イ ン ト 施 工 が  不 十

分 な 場 合 、 継 ぎ 目 が 破 断 す る こ と が あ り ま す 。

 ● 各 商 品 別 に 、 施 工 上 の 注 意 ・ 接 着 剤 ・ ワ ッ ク ス な ど が 異 な り ま す の で 、 商 品 掲 載

ペ ー ジ の 施 工 上 の 注 意 を ご 参 照 く だ さ い 。 ま た 施 工 す る 場 所 の 環 境 や 下 地 の 状 態 に

よ り 、 接 着 剤 や 施 工 方 法 が 異 な る 場 合 が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

 ● 下  地  は  平  滑  か  つ  清  潔 で 乾 燥 し て 、 良 好 な 圧 縮 及 び 引 張 り 強 度 が あ り 、 接 着 力 を

低 下 さ せ る よ う な 構  造  的 欠 陥 が な い よ う に し て く だ さ い 。 多  孔  質 で も ろ い 下 地 や

粉 っ ぽ い 下 地 は プ ラ イ マ ー 処 理 を 行 っ て く だ さ い 。

 ● 不 陸 は 適 切 な コ ン パ ウ ン ド で 補 修 し て く だ さ い 。

 ● 鉱 物 ベ ー ス の 下 地 （ モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト な ど ） で 、 新 規 あ る い は 土 間 床 の 場 合 は

下 地 水 分 を 測 定 し て く だ さ い 。 コ ン パ ウ ン ド や 接 着 剤 は 床 仕 上 げ 材 と 同 様 に 適 切 な

皮  膜 も し く は そ の  他 の 方 法 で 高 い 残  留 水 分  や 下 地 の 湿  気  か ら 遮  断 し て お く 必  要 が

あ り ま す 。

 ● 下  地  に  ワ  ッ  ク  ス ・ グ  リ  ス ・ 油  脂  類 ・ 塗  料  な  ど  の  汚  れ  、 ペ  ン ・ ラ  ッ  カ  ー  に  よ  る  マ  ー  キ  ン  グ

な ど が 残 っ て い る と 、 接 着 不 良 や 汚 染 、 変 色 を 発 生 さ せ る 可 能 性 が あ り ま す の で 、

完 全 に 除 去 し て く だ さ い 。

 ● 床 材 は 現 場 の 室 温 に よ く な じ ま せ て か ら 施 工 し て く だ さ い 。 室 温 と 床 材 に 温 度

差  が  あ  る  と  、 施  工  直  後  だ  け  で  な  く  、 後  日  、 目  地  隙  ・  突  き  上  げ  な  ど  を  お  こ  す  こ  と  が

あ り ま す 。

 ● 重 量 物 の 移 動 が 想 定 さ れ る 場 合 、 下 地 水 分 グ レ ー ド が Ⅰ （ 一 般 工 法 レ ベ ル ） の

場 合 で も ウ レ タ ン ・ エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 を ご 使 用 く だ さ い 。

 ● 有 機 溶 剤 を 含 ん だ 接 着 剤 を 使 用 す る 場 合 は 、 火 気 に 注 意 し 室 内 の 換 気 に 心 が け 、

有 機 溶 剤 作 業 主 任 者 立 ち 会 い の も と で 行 っ て く だ さ い 。 有 機 溶 剤 は 引 火 し や す く 、

ま た 多 量 に 吸 入 す る と 人 体 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り ま す 。

 ● 施  工  中  は  、 他  業  種  に  よ  る  汚  損  ・  事  故  の  発  生  を  防  ぐ  た  め  に  、 床  工  事  関  係  者  以  外  の

立 ち 入 り を 禁 止 し て く だ さ い 。

 ● 施 工 後 、 接 着 剤 が 十 分 硬 化 す る ま で は 、 直 射 日 光 や 冷 暖 房 な ど に よ る 急 激 な 温 度

変 化 は お 避 け く だ さ い 。 特 に 冬 季 は 接 着 剤 の 硬 化 が 遅 い の で 十 分 な 養 生 期 間 を

と っ て く だ さ い 。

 ● 施 工 直 後 に 養 生 シ ー ト を 使 用 し た 場 合 、 床 材 と 養 生 シ ー ト の 間 に 結 露 水 や 水 蒸 気 ・

溶 剤 蒸 気 な ど が こ も り 、 床 材 の 反 り ・ 突 き 上 げ な ど が 生 じ る 可 能 性 が あ り ま す 。 養 生

シ  ー ト は  、 接  着  剤  が  十  分  硬  化 し て か ら 使  用 し て く だ さ い  。

 ● 養 生 シ ー ト を と め る 際 、 粘 着 テ ー プ は 直 接 床 材 に 貼 り 付 け な い で く だ さ い 。 床 材 を

汚  染  す る 原  因 と な り ま す 。

 ● こ れ ら の 施 工 条 件 が 満 た さ れ な い 場 合 は 、 目 地 隙 や 突 き 上 げ 、 膨 れ な ど を 招 く

可 能 性 が あ り 、 美 観 を 損 ね る だ け で な く 、 転 倒 事 故 な ど の 原 因 と な り ま す 。

 ● 施 工 後 、 残 材 な ど を 廃 棄 す る 場 合 は 、 許 可 を 受 け た 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 に 処 分 を

委 託 し て く だ さ い 。 包 装 紙 ・ 紙 管 な ど を 焼 却 す る 場 合 は 、 都 道 府 県 条 例 に 基 づ き

処 分 し て く だ さ い 。 ビ ニ ル 床 材 を 燃 や す と 有 害 ガ ス が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す 。

維 持 管 理 な ら び に 使 用 上 の ご 注 意

 ● 床 材 は 熱 に よ っ て 変 退 色 ・ 溶 融 す る 可 能 性 が あ り ま す 。 た ば こ や 、 車 輪 の 摩 擦 熱 、

火 花 の 飛 び 散 り な ど は お 避 け く だ さ い 。

 ● 温 風 ヒ ー タ ー 吹 き 出 し 口 に は マ ッ ト を 設 置 す る な ど し て 、 温 風 が 直 接 床 材 表 面 に

当 た る こ と を お 避 け く だ さ い 。

 ● 重  量  物  や  車  輪  の  し  ご  き  に  よ  っ  て  、 床  材  の  表  面  を  傷  つ  け  た  り  、 膨  れ  を  発  生  さ  せ  る

可 能 性 が あ り ま す 。 引 き ず っ た り 、 に じ ら な い よ う に ご 注 意 く だ さ い 。

 ● 重 量 物 の 引 き ず り 、 ペ ッ ト の 爪 な ど 鋭 利 な 物 で の 突 き 刺 し や 引 き ず り に よ り 床

材  が  傷  つ く こ と  が  あ り ま  す  。

 ● 長 期 間 使 用 し な い 部 屋 で は 換 気 を 心 が け て く だ さ い 。 結 露 を 招 き 、 カ ビ や 異 臭 の

発  生  、 床  材  の  剥  が  れ ・ 反  り ・ 膨  れ ・ 突  き  上  げ  の  可  能  性  が  あ  り  ま  す  。

 ● 素 材 固 有 の 臭 い が あ り ま す 。 換 気 を 心 が け て く だ さ い 。

 ● 床 材 の 汚 れ の ほ と ん ど は 水 拭 き で と れ ま す 。 ほ う き や 掃 除 機 で ゴ ミ を 取 り 除 い た 後

に 、 固 く 絞 っ た モ ッ プ な ど で 水 拭 き し て く だ さ い 。

 ● し つ こ い 汚 れ は ク リ ー ナ ー で 洗 浄 し 、 固 く 絞 っ た モ ッ プ な ど で 水 拭 き し て く だ さ い 。

 ● 各 床 材 に 応 じ た メ ン テ ナ ン ス を 行 う こ と に よ り 、 汚 れ も つ き に く く な り ま す 。 ワ ッ ク ス

に よ り 床 材 と の 相 性 が 異 な り ま す の で 、 選 定 の 際 に は ご 注 意 く だ さ い 。

 ● 水 濡 れ や 砂 が 飛 散 し た 状 態 で は 滑 り や す く な り 、 転 倒 事 故 を 招 く 可 能 性 が あ り

ま す 。 泥 よ け マ ッ ト の 設 置 な ど で 雨 水 や 土 砂 の 持 ち 込 み を 防 ぎ 、 持 ち 込 ま れ た 際

に は 即 座 に 除 去 す る よ う に し て く だ さ い 。

 ● 長 時 間 直 射 日 光 が あ た る 場 所 で は 、 変 退 色 す る 可 能 性 が あ り ま す の で 、 カ ー テ ン ・

ブ ラ イ ン ド な ど で 日 よ け を し て く だ さ い 。

 ● 家 具 や ハ イ ヒ ー ル な ど の 局 部  荷 重 に よ り 凹 み 跡 が  残 る 場  合  が あ り ま す 。

 ● イ ン ク や ソ ー ス 、 化 学 薬 品 な ど を こ ぼ し た と き は 、 す ぐ に 濡 れ た ぞ う き ん で 拭 き

取 っ て く だ さ い 。

 ● 化 学 薬 品 や 強 い 作 用 を も つ 洗 剤 ・ 漂 白 剤 な ど に よ り 、 変 退 色 や 変 質 を 招 く 場 合 が

あ り ま す 。

 ● 水 ・ 砂 ・ 紫  外  線 ・ 重  量  物 ・ 灯  油 ・ ペ  ッ  ト  の  糞  尿 ・ テ  ー プ  の  粘  着  剤  な  ど  の  影  響  で  、 床  材

自  体  の  変  質 ・ 変  退  色  や  、 施  工  後  の  膨  れ ・ 剥  が  れ ・ 目  地  隙  な  ど  が  お  こ  る  場  合  が  あ  り  ま

す 。 維 持 管 理 に は 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。

 ● ゴ  ム  素  材  に  含  ま  れ  る  老  化  防  止  剤  、 家  具  の  塗  料  や  防  腐  剤 ・ 防  虫  剤 ・ 防  蟻  剤  に  よ  っ  て  、 床

材  が 汚  染 さ れ  変  退 色 す る 可 能  性  が あ り ま す 。

　 使 用 を 避 け る か 、 床 材 に 直 接 ふ れ な い よ う に し て く だ さ い 。 

表 示 値 は 静 電 容 量 に 一 次 相 関 の あ る 単 位 の な い 数 値 で す 。

グ レ ー ド 表 示 値

Ⅰ

Ⅱ a

Ⅱ b

従 来 の 下 地 水 分 指 標 施 工 方 法 目 安

4 4 0 未 満

4 4 0 以 上   6 2 0 未 満

6 2 0 以 上

一 般 工 法

耐 湿 工 法 推 奨

施 工 不 可

8 % 未 満

1 0 % 以 上

8 % 以 上
1 0 % 未 満

タ イ ヤ 等 の ゴ ム 製 品 が 床 材 と 接 す る 際 は 保  護 シ ー ト

（ ア ル ミ 製 ・ ポ リ エ ス テ ル 製 ） を ご 使 用 く だ さ い 。

北 東 北 営 業 所 ／ 福 島 営 業 所

群 馬 営 業 所 ／ 栃 木 営 業 所 ／ 新 潟 営 業 所 ／ 茨 城 営 業 所 ／ 長 野 営 業 所

東 関 東 営 業 所

多 摩 営 業 所 ／ 厚 木 営 業 所 　

岐 阜 営 業 所 ／ 岡 崎 営 業 所 ／ 北 陸 支 店 ／ 静 岡 営 業 所

京 都 営 業 所 ／ 神 戸 営 業 所 ／ 東 大 阪 営 業 所 ／ 南 大 阪 営 業 所

岡 山 営 業 所 ／ 四 国 支 店 　 

北 九 州 営 業 所 ／ 熊 本 営 業 所 ／ 南 九 州 営 業 所

［ 東 北 支 社 ］

［ 北 関 東 支 社 ］

［ 東 京 支 社 ］

［ 西 関 東 支 社 ］

［ 中 部 支 社 ］

［ 関 西 支 社 ］

［ 中 国 四 国 支 社 ］  

［ 九 州 支 社 ］

〒 1 0 8- 0 0 7 5 東 京 都 港 区 港 南 2- 1 6- 4 
品  川 グ ラ ン ド セ ン ト ラ ル タ ワ ー  4 F
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 4   F A X. 0 3- 5 4 6 3- 6 7 4 4

サ ン ゲ ツ 品  川 シ ョ ー ル ー ム

〒 4 5 1- 8 5 7 5 名 古 屋 市 西 区 幅 下 1- 4- 1
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 5   F A X. 0 5 2- 5 6 4- 3 2 2 9

サ ン ゲ ツ 名 古 屋 シ ョ ー ル ー ム

〒 5 3 0- 0 0 0 1 大 阪 市 北 区 梅 田 2- 5- 2 5 
ハ ー ビ ス O S A K A 4 F
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 6   F A X. 0 6- 6 3 4 7- 9 8 1 1

サ ン ゲ ツ 大  阪 シ ョ ー ル ー ム

〒 8 1 2- 0 8 9 2 福 岡 市 博 多 区 東 那 珂 1- 1 1- 1 1
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 7   F A X. 0 9 2- 4 4 1- 9 5 0 3

サ ン ゲ ツ 福  岡 シ ョ ー ル ー ム

〒 9 8 4- 0 0 3 1 仙 台 市 若 林 区 六 丁 目 字 南 9 8- 1
T E L. 0 2 2- 2 8 7- 3 9 2 2    F A X. 0 2 2- 2 5 3- 6 8 0 6

サ ン ゲ ツ 仙  台 シ ョ ー ル ー ム

〒 9 2 0- 8 2 0 5 石 川 県 金 沢 市 大 友 2- 1 0 1
T E L. 0 7 6- 2 3 8- 1 4 1 1   F A X. 0 7 6- 2 3 8- 1 4 1 2

サ ン ゲ ツ 金  沢 シ ョ ー ル ー ム

〒 7 3 0- 0 0 1 7 広 島 市 中 区 鉄 砲 町 7- 1 8
東 芝 フ コ ク 生 命 ビ ル  1 F
T E L. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 1 5   F A X. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 1 7

サ ン ゲ ツ 広  島 シ ョ ー ル ー ム

T E L. 0 1 1- 2 5 1- 3 1 5 0    F A X.0 1 1- 2 5 1- 3 1 5 1
北 海 道 支 社

T E L. 0 2 2- 2 8 7- 3 7 6 5   F A X. 0 2 2- 2 8 7- 2 9 9 5
東 北 支 社

T E L. 0 5 7 0- 0 1 2- 3 2 0   F A X. 0 4 8- 7 1 1- 2 6 8 1
北 関 東 支 社

T E L. 0 4 5- 6 6 4- 3 4 4 2   F A X. 0 4 5- 6 6 4- 3 3 7 6
西 関 東 支 社

T E L. 0 9 2- 4 4 1- 5 1 8 1   F A X. 0 9 2- 4 4 1- 5 1 9 1
九 州 支 社

T E L. 0 3- 3 4 7 4- 1 1 8 1   F A X. 0 3- 3 4 5 0- 5 0 3 8
東 京 支 社

T E L. 0 5 2- 5 6 4- 3 1 1 1   F A X. 0 5 2- 5 6 4- 3 1 9 1
中 部 支 社

T E L. 0 6- 6 2 4 5- 2 3 0 1    F A X.0 6- 6 2 4 5- 2 3 0 2
関 西 支 社

T E L. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 1 0   F A X. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 2 0
中 国 四 国 支 社

サ ン ゲ ツ 沖  縄 シ ョ ー ル ー ム

〒 9 0 1- 2 2 2 7 沖 縄 県 宜 野 湾 市 宇 地 泊 1- 7- 2 0
レ キ オ ス ス ク エ ア 宇 地 泊  2 F
T E L. 0 9 8- 8 9 0- 2 0 2 5   F A X. 0 9 8- 8 9 0- 3 7 8 9

〒 9 0 1- 2 2 2 7 沖 縄 県 宜 野 湾 市 宇 地 泊 1- 7- 2 0
レ キ オ ス ス ク エ ア 宇 地 泊  3 F F号 室

T E L. 0 9 8- 8 9 7- 8 7 2 2   F A X. 0 9 8- 8 9 7- 8 7 2 4

事 業 所 一 覧 は こ ち ら よ り
ご 確 認 い た だ け ま す

見 本 帳 の 廃 棄 に 関 す る お 願 い

発 行 日 ／ 2 0 2 5 年 8 月

発 行 所 ／ 株 式 会 社 サ ン ゲ ツ

見 本 帳 に つ い て

＊ 見 本 帳 の 有 効 期 限 は 、 都 合 に よ り 変 更 す る 場 合 が あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

有 効 期 限 ／ 2 0 2 7 年 5 月

●  掲 載 商 品 の 価 格 お よ び 仕 様 は 、 当 見 本 帳 発 行 時 （ 2 0 2 5 年 8 月 ） の も の で す 。 経 済 変 動 、 品 質 の 改 善 に

よ り 、 価 格 お よ び 仕 様 の 変 更 を さ せ て い た だ く 場 合 が あ り ま す 。 ま た 、 や む を 得 な い 理 由 に よ り 、 見 本 帳

有 効 期 間 中 に 掲 載 商 品 の 販 売 を 停 止 さ せ て い た だ く 場 合 が あ り ま す 。 ご 注 文 の 際 は 、 販 売 店 あ る い は

弊 社 営 業 窓 口 に ご 確 認 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し あ げ ま す 。

●  現 品 見 本 や 見 本 帳 写 真 と 商 品 が 若 干 異 な る 場 合 が あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

●  当 見 本 帳 に 記 載 さ れ て い る 各 種 試 験 デ ー タ は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い 。

●  当 見 本 帳 に 掲 載 し て い る 商 品 お よ び 写 真 等 を 許 可 な く 複 製 、 転 載 す る こ と を 固 く お 断 り い た し ま す 。

●  表 示 価 格 は 標 準 材 料 価 格 で あ り 、 消 費 税 は 含 ま れ て お り ま せ ん 。

不 要 と な っ た 見 本 帳 に つ き ま し て は 、 し か る べ き 資 格 を 有 す る 産 業 廃 棄 物

処 理 業 者 に 直 接 廃 棄 を 委 託 し て い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し あ げ ま す 。

下 地  ：

水 分 計  ：

設 定 条 件  ： 
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取 扱 上 の ご 注 意

ビ ニ ル 系 床 材 は 下 地 と の 接 着 力 が 耐 久 性 や 他 の 諸 性 能 に 大 き な 影 響 を 与 え ま す 。 そ の

た め 施 工 前 の 下 地 水 分 の 確 認 と そ れ に 応 じ た 接 着 剤 の 選 定 が 重 要 で す 。 そ の 判 断

基 準 と し て 水 分 計 の 表 示 値 を 用 い た グ レ ー ド で 判 断 し 、 施 工 方 法 の 目 安 と し て く だ さ い 。

選 択 上 の ご 注 意

 ● 物 性 試 験 デ ー タ は 、 商 品 の 耐 久 性 を 示 す 目 安 で す 。 選 択 の 際 に は 商 品 の 耐 久 性 以 上

の 用 途 で の ご 使 用 は お 避 け く だ さ い 。

 ● 建  築  基  準  法 ・ 消  防  法  に  よ  っ  て  、 使  用  方  法  な  ら  び  に  使  用  場  所  に  制  限  が  あ  り  ま  す  。

各 法 令 法 規 を ご 確 認 く だ さ い 。

 ● 暗 所 、 ア ル カ リ 性 雰 囲 気 、 高 温 多 湿 環 境 下 に お い て 、 床 材 が 変 色 す る 可 能 性 が あ り

ま  す  。 こ  の  よ  う  な  場  所  へ  床  材  を  施  工  す  る  際  に  は  、 変  色  が  発  生  し  て  も  目  立  た  な  い

濃 色 系 の 床  材 を 選  択 す る こ と を お す す め し ま す 。

 ● 抗 菌 性 を 求 め ら れ る 場 所 で は 、 抗 菌 マ ー ク の あ る 商 品 を お 選 び く だ さ い 。 人 体 に 影

響 が 少 な い 抗 菌 剤 を 使 用 し て い ま す が 、 乳 幼 児 が 誤 っ て 経 口 す る 可 能 性 の あ る 場

所 で の ご 使 用 は お 避 け く だ さ い 。

 ● 淡  色  系 ・ 無  地  調  の  床  材  ほ  ど  濃  色  系  に  比  べ  て  汚  れ  が  目  立  ち  や  す  く  な  り  ま  す  。 ま  た  、

フ ラ ッ ト な 表 面 形 状 に 比 べ て エ ン ボ ス が 深 い ほ ど 汚 れ が 残 り や す く な り ま す の で

お 含 み お き く だ さ い 。

運 搬 な ら び に 保 管 上 の ご 注 意

 ● 重 量 物 の た め 取 り 扱 い に は 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。 落 下 や 乱 暴 な 取 り 扱 い は 、 床 材 の

破 損 だ け で な く 、 傷 害 や 器 物 破 損 な ど を 招 く 場 合 が あ り ま す 。

 ● 縦 置 き の 場 合 は ロ ー プ な ど で 固 定 し 、 転 倒 防 止 を 図 っ て く だ さ い 。 横 置 き 保 管 の

場 合 は 、 俵 積 み を お 避 け く だ さ い 。

 ● ご 注 文 の 際 は 、 長 さ が 9 m 巻 （ 約 4 5 k g ） を 超 え る 場 合 、 配 送 が 困 難 に な り ま す の で

ご 相 談 く だ さ い 。

下 地 水 分 の 測 定 と 判 断 基 準 に つ い て

施 工 上 の ご 注 意

 ● 梱  包  紙  に  記  載  さ  れ  て  い  る  品  名 ・ 品  番 ・ ロ  ッ  ト ・ 数  量  を  ご  確  認  の  う  え  、 施  工  を  開  始  し  て

く だ さ い 。 同 一 床 面 上 は 、 同 ロ ッ ト で 仕 上 げ て く だ さ い 。

 ● 幅 継 ぎ を す る 際 は 、 耳 部 ど う し で ジ ョ イ ン ト し て く だ さ い 。 ジ ョ イ ン ト 施 工 が  不 十

分 な 場 合 、 継 ぎ 目 が 破 断 す る こ と が あ り ま す 。

 ● 各 商 品 別 に 、 施 工 上 の 注 意 ・ 接 着 剤 ・ ワ ッ ク ス な ど が 異 な り ま す の で 、 商 品 掲 載

ペ ー ジ の 施 工 上 の 注 意 を ご 参 照 く だ さ い 。 ま た 施 工 す る 場 所 の 環 境 や 下 地 の 状 態 に

よ り 、 接 着 剤 や 施 工 方 法 が 異 な る 場 合 が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

 ● 下  地  は  平  滑  か  つ 清 潔 で 乾 燥 し て 、 良 好 な 圧 縮 及 び 引 張 り 強 度 が あ り 、 接 着 力 を

低 下 さ せ る よ う な 構  造  的 欠 陥 が な い よ う に し て く だ さ い 。 多  孔  質 で も ろ い 下 地 や

粉 っ ぽ い 下 地 は プ ラ イ マ ー 処 理 を 行 っ て く だ さ い 。

 ● 不 陸 は 適 切 な コ ン パ ウ ン ド で 補 修 し て く だ さ い 。

 ● 鉱 物 ベ ー ス の 下 地 （ モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト な ど ） で 、 新 規 あ る い は 土 間 床 の 場 合 は

下 地 水 分 を 測 定 し て く だ さ い 。 コ ン パ ウ ン ド や 接 着 剤 は 床 仕 上 げ 材 と 同 様 に 適 切 な

皮  膜 も し く は そ の  他 の 方 法 で 高 い 残  留 水 分  や 下 地 の 湿  気  か ら 遮  断 し て お く 必  要 が

あ り ま す 。

 ● 下  地  に  ワ  ッ  ク  ス ・ グ  リ  ス ・ 油  脂  類 ・ 塗  料  な  ど  の  汚  れ  、 ペ  ン ・ ラ  ッ  カ  ー  に  よ  る  マ  ー  キ  ン  グ

な ど が 残 っ て い る と 、 接 着 不 良 や 汚 染 、 変 色 を 発 生 さ せ る 可 能 性 が あ り ま す の で 、

完 全 に 除 去 し て く だ さ い 。

 ● 床 材 は 現 場 の 室 温 に よ く な じ ま せ て か ら 施 工 し て く だ さ い 。 室 温 と 床 材 に 温 度

差  が  あ  る  と  、 施  工  直  後  だ  け  で  な  く  、 後  日  、 目  地  隙  ・  突  き  上  げ  な  ど  を  お  こ  す  こ  と  が

あ り ま す 。

 ● 重 量 物 の 移 動 が 想 定 さ れ る 場 合 、 下 地 水 分 グ レ ー ド が Ⅰ （ 一 般 工 法 レ ベ ル ） の

場 合 で も ウ レ タ ン ・ エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 を ご 使 用 く だ さ い 。

 ● 有 機 溶 剤 を 含 ん だ 接 着 剤 を 使 用 す る 場 合 は 、 火 気 に 注 意 し 室 内 の 換 気 に 心 が け 、

有 機 溶 剤 作 業 主 任 者 立 ち 会 い の も と で 行 っ て く だ さ い 。 有 機 溶 剤 は 引 火 し や す く 、

ま た 多 量 に 吸 入 す る と 人 体 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り ま す 。

 ● 施  工  中  は  、 他  業  種  に  よ  る  汚  損  ・  事  故  の  発  生  を  防  ぐ  た  め  に  、 床  工  事  関  係  者  以  外  の

立 ち 入 り を 禁 止 し て く だ さ い 。

 ● 施 工 後 、 接 着 剤 が 十 分 硬 化 す る ま で は 、 直 射 日 光 や 冷 暖 房 な ど に よ る 急 激 な 温 度

変 化 は お 避 け く だ さ い 。 特 に 冬 季 は 接 着 剤 の 硬 化 が 遅 い の で 十 分 な 養 生 期 間 を

と っ て く だ さ い 。

 ● 施 工 直 後 に 養 生 シ ー ト を 使 用 し た 場 合 、 床 材 と 養 生 シ ー ト の 間 に 結 露 水 や 水 蒸 気 ・

溶 剤 蒸 気 な ど が こ も り 、 床 材 の 反 り ・ 突 き 上 げ な ど が 生 じ る 可 能 性 が あ り ま す 。 養 生

シ  ー ト は  、 接  着  剤  が  十  分  硬  化 し て か ら 使  用 し て く だ さ い  。

 ● 養 生 シ ー ト を と め る 際 、 粘 着 テ ー プ は 直 接 床 材 に 貼 り 付 け な い で く だ さ い 。 床 材 を

汚  染  す る 原  因 と な り ま す 。

 ● こ れ ら の 施 工 条 件 が 満 た さ れ な い 場 合 は 、 目 地 隙 や 突 き 上 げ 、 膨 れ な ど を 招 く

可 能 性 が あ り 、 美 観 を 損 ね る だ け で な く 、 転 倒 事 故 な ど の 原 因 と な り ま す 。

 ● 施 工 後 、 残 材 な ど を 廃 棄 す る 場 合 は 、 許 可 を 受 け た 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 に 処 分 を

委 託 し て く だ さ い 。 包 装 紙 ・ 紙 管 な ど を 焼 却 す る 場 合 は 、 都 道 府 県 条 例 に 基 づ き

処 分 し て く だ さ い 。 ビ ニ ル 床 材 を 燃 や す と 有 害 ガ ス が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す 。

維 持 管 理 な ら び に 使 用 上 の ご 注 意

 ● 床 材 は 熱 に よ っ て 変 退 色 ・ 溶 融 す る 可 能 性 が あ り ま す 。 た ば こ や 、 車 輪 の 摩 擦 熱 、

火 花 の 飛 び 散 り な ど は お 避 け く だ さ い 。

 ● 温 風 ヒ ー タ ー 吹 き 出 し 口 に は マ ッ ト を 設 置 す る な ど し て 、 温 風 が 直 接 床 材 表 面 に

当 た る こ と を お 避 け く だ さ い 。

 ● 重  量  物  や  車  輪  の  し  ご  き  に  よ  っ  て  、 床  材  の  表  面  を  傷  つ  け  た  り  、 膨  れ  を  発  生  さ  せ  る

可 能 性 が あ り ま す 。 引 き ず っ た り 、 に じ ら な い よ う に ご 注 意 く だ さ い 。

 ● 重 量 物 の 引 き ず り 、 ペ ッ ト の 爪 な ど 鋭 利 な 物 で の 突 き 刺 し や 引 き ず り に よ り 床

材  が  傷  つ く こ と  が  あ り ま  す  。

 ● 長 期 間 使 用 し な い 部 屋 で は 換 気 を 心 が け て く だ さ い 。 結 露 を 招 き 、 カ ビ や 異 臭 の

発  生  、 床  材  の  剥  が  れ ・ 反  り ・ 膨  れ ・ 突  き  上  げ  の  可  能  性  が  あ  り  ま  す  。

 ● 素 材 固 有 の 臭 い が あ り ま す 。 換 気 を 心 が け て く だ さ い 。

 ● 床 材 の 汚 れ の ほ と ん ど は 水 拭 き で と れ ま す 。 ほ う き や 掃 除 機 で ゴ ミ を 取 り 除 い た 後

に 、 固 く 絞 っ た モ ッ プ な ど で 水 拭 き し て く だ さ い 。

 ● し つ こ い 汚 れ は ク リ ー ナ ー で 洗 浄 し 、 固 く 絞 っ た モ ッ プ な ど で 水 拭 き し て く だ さ い 。

 ● 各 床 材 に 応 じ た メ ン テ ナ ン ス を 行 う こ と に よ り 、 汚 れ も つ き に く く な り ま す 。 ワ ッ ク ス

に よ り 床 材 と の 相 性 が 異 な り ま す の で 、 選 定 の 際 に は ご 注 意 く だ さ い 。

 ● 水 濡 れ や 砂 が 飛 散 し た 状 態 で は 滑 り や す く な り 、 転 倒 事 故 を 招 く 可 能 性 が あ り

ま す 。 泥 よ け マ ッ ト の 設 置 な ど で 雨 水 や 土 砂 の 持 ち 込 み を 防 ぎ 、 持 ち 込 ま れ た 際

に は 即 座 に 除 去 す る よ う に し て く だ さ い 。

 ● 長 時 間 直 射 日 光 が あ た る 場 所 で は 、 変 退 色 す る 可 能 性 が あ り ま す の で 、 カ ー テ ン ・

ブ ラ イ ン ド な ど で 日 よ け を し て く だ さ い 。

 ● 家 具 や ハ イ ヒ ー ル な ど の 局 部  荷 重 に よ り 凹 み 跡 が  残 る 場  合  が あ り ま す 。

 ● イ ン ク や ソ ー ス 、 化 学 薬 品 な ど を こ ぼ し た と き は 、 す ぐ に 濡 れ た ぞ う き ん で 拭 き

取 っ て く だ さ い 。

 ● 化 学 薬 品 や 強 い 作 用 を も つ 洗 剤 ・ 漂 白 剤 な ど に よ り 、 変 退 色 や 変 質 を 招 く 場 合 が

あ り ま す 。

 ● 水 ・ 砂 ・ 紫  外  線 ・ 重  量  物 ・ 灯  油 ・ ペ  ッ  ト  の  糞  尿 ・ テ  ー プ  の  粘  着  剤  な  ど  の  影  響  で  、 床  材

自  体  の  変  質 ・ 変  退  色  や  、 施  工  後  の  膨  れ ・ 剥  が  れ ・ 目  地  隙  な  ど  が  お  こ  る  場  合  が  あ  り  ま

す 。 維 持 管 理 に は 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。

 ● ゴ  ム  素  材  に  含  ま  れ  る  老  化  防  止  剤  、 家  具  の  塗  料  や  防  腐  剤 ・ 防  虫  剤 ・ 防  蟻  剤  に  よ  っ  て  、 床

材  が 汚  染 さ れ  変  退 色 す る 可 能  性  が あ り ま す 。

　 使 用 を 避 け る か 、 床 材 に 直 接 ふ れ な い よ う に し て く だ さ い 。 

表 示 値 は 静 電 容 量 に 一 次 相 関 の あ る 単 位 の な い 数 値 で す 。

グ レ ー ド 表 示 値

Ⅰ

Ⅱ a

Ⅱ b

従 来 の 下 地 水 分 指 標 施 工 方 法 目 安

4 4 0 未 満

4 4 0 以 上   6 2 0 未 満

6 2 0 以 上

一 般 工 法

耐 湿 工 法 推 奨

施 工 不 可

8 % 未 満

1 0 % 以 上

8 % 以 上
1 0 % 未 満

タ イ ヤ 等 の ゴ ム 製 品 が 床 材 と 接 す る 際 は 保  護 シ ー ト

（ ア ル ミ 製 ・ ポ リ エ ス テ ル 製 ） を ご 使 用 く だ さ い 。

北 東 北 営 業 所 ／ 福 島 営 業 所

群 馬 営 業 所 ／ 栃 木 営 業 所 ／ 新 潟 営 業 所 ／ 茨 城 営 業 所 ／ 長 野 営 業 所

東 関 東 営 業 所

多 摩 営 業 所 ／ 厚 木 営 業 所 　

岐 阜 営 業 所 ／ 岡 崎 営 業 所 ／ 北 陸 支 店 ／ 静 岡 営 業 所

京 都 営 業 所 ／ 神 戸 営 業 所 ／ 東 大 阪 営 業 所 ／ 南 大 阪 営 業 所

岡 山 営 業 所 ／ 四 国 支 店 　 

北 九 州 営 業 所 ／ 熊 本 営 業 所 ／ 南 九 州 営 業 所

［ 東 北 支 社 ］

［ 北 関 東 支 社 ］

［ 東 京 支 社 ］

［ 西 関 東 支 社 ］

［ 中 部 支 社 ］

［ 関 西 支 社 ］

［ 中 国 四 国 支 社 ］  

［ 九 州 支 社 ］

〒 1 0 8- 0 0 7 5 東 京 都 港 区 港 南 2- 1 6- 4 
品  川 グ ラ ン ド セ ン ト ラ ル タ ワ ー  4 F
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 4   F A X. 0 3- 5 4 6 3- 6 7 4 4

サ ン ゲ ツ 品  川 シ ョ ー ル ー ム

〒 4 5 1- 8 5 7 5 名 古 屋 市 西 区 幅 下 1- 4- 1
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 5   F A X. 0 5 2- 5 6 4- 3 2 2 9

サ ン ゲ ツ 名 古 屋 シ ョ ー ル ー ム

〒 5 3 0- 0 0 0 1 大 阪 市 北 区 梅 田 2- 5- 2 5 
ハ ー ビ ス O S A K A 4 F
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 6   F A X. 0 6- 6 3 4 7- 9 8 1 1

サ ン ゲ ツ 大  阪 シ ョ ー ル ー ム

〒 8 1 2- 0 8 9 2 福 岡 市 博 多 区 東 那 珂 1- 1 1- 1 1
T E L. 0 5 7 0- 0 5 5- 1 3 7   F A X. 0 9 2- 4 4 1- 9 5 0 3

サ ン ゲ ツ 福  岡 シ ョ ー ル ー ム

〒 9 8 4- 0 0 3 1 仙 台 市 若 林 区 六 丁 目 字 南 9 8- 1
T E L. 0 2 2- 2 8 7- 3 9 2 2    F A X. 0 2 2- 2 5 3- 6 8 0 6

サ ン ゲ ツ 仙  台 シ ョ ー ル ー ム

〒 9 2 0- 8 2 0 5 石 川 県 金 沢 市 大 友 2- 1 0 1
T E L. 0 7 6- 2 3 8- 1 4 1 1   F A X. 0 7 6- 2 3 8- 1 4 1 2

サ ン ゲ ツ 金  沢 シ ョ ー ル ー ム

〒 7 3 0- 0 0 1 7 広 島 市 中 区 鉄 砲 町 7- 1 8
東 芝 フ コ ク 生 命 ビ ル  1 F
T E L. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 1 5   F A X. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 1 7

サ ン ゲ ツ 広  島 シ ョ ー ル ー ム

T E L. 0 1 1- 2 5 1- 3 1 5 0    F A X.0 1 1- 2 5 1- 3 1 5 1
北 海 道 支 社

T E L. 0 2 2- 2 8 7- 3 7 6 5   F A X. 0 2 2- 2 8 7- 2 9 9 5
東 北 支 社

T E L. 0 5 7 0- 0 1 2- 3 2 0   F A X. 0 4 8- 7 1 1- 2 6 8 1
北 関 東 支 社

T E L. 0 4 5- 6 6 4- 3 4 4 2   F A X. 0 4 5- 6 6 4- 3 3 7 6
西 関 東 支 社

T E L. 0 9 2- 4 4 1- 5 1 8 1   F A X. 0 9 2- 4 4 1- 5 1 9 1
九 州 支 社

T E L. 0 3- 3 4 7 4- 1 1 8 1   F A X. 0 3- 3 4 5 0- 5 0 3 8
東 京 支 社

T E L. 0 5 2- 5 6 4- 3 1 1 1   F A X. 0 5 2- 5 6 4- 3 1 9 1
中 部 支 社

T E L. 0 6- 6 2 4 5- 2 3 0 1    F A X.0 6- 6 2 4 5- 2 3 0 2
関 西 支 社

T E L. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 1 0   F A X. 0 8 2- 2 2 3- 8 1 2 0
中 国 四 国 支 社

サ ン ゲ ツ 沖  縄 シ ョ ー ル ー ム

〒 9 0 1- 2 2 2 7 沖 縄 県 宜 野 湾 市 宇 地 泊 1- 7- 2 0
レ キ オ ス ス ク エ ア 宇 地 泊  2 F
T E L. 0 9 8- 8 9 0- 2 0 2 5   F A X. 0 9 8- 8 9 0- 3 7 8 9

〒 9 0 1- 2 2 2 7 沖 縄 県 宜 野 湾 市 宇 地 泊 1- 7- 2 0
レ キ オ ス ス ク エ ア 宇 地 泊  3 F F号 室

T E L. 0 9 8- 8 9 7- 8 7 2 2   F A X. 0 9 8- 8 9 7- 8 7 2 4

事 業 所 一 覧 は こ ち ら よ り
ご 確 認 い た だ け ま す

見 本 帳 の 廃 棄 に 関 す る お 願 い

発 行 日 ／ 2 0 2 5 年 8 月

発 行 所 ／ 株 式 会 社 サ ン ゲ ツ

見 本 帳 に つ い て

＊ 見 本 帳 の 有 効 期 限 は 、 都 合 に よ り 変 更 す る 場 合 が あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

有 効 期 限 ／ 2 0 2 7 年 5 月

●  掲 載 商 品 の 価 格 お よ び 仕 様 は 、 当 見 本 帳 発 行 時 （ 2 0 2 5 年 8 月 ） の も の で す 。 経 済 変 動 、 品 質 の 改 善 に

よ り 、 価 格 お よ び 仕 様 の 変 更 を さ せ て い た だ く 場 合 が あ り ま す 。 ま た 、 や む を 得 な い 理 由 に よ り 、 見 本 帳

有 効 期 間 中 に 掲 載 商 品 の 販 売 を 停 止 さ せ て い た だ く 場 合 が あ り ま す 。 ご 注 文 の 際 は 、 販 売 店 あ る い は

弊 社 営 業 窓 口 に ご 確 認 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し あ げ ま す 。

●  現 品 見 本 や 見 本 帳 写 真 と 商 品 が 若 干 異 な る 場 合 が あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

●  当 見 本 帳 に 記 載 さ れ て い る 各 種 試 験 デ ー タ は 測 定 値 で あ り 、 保 証 値 で は あ り ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い 。

●  当 見 本 帳 に 掲 載 し て い る 商 品 お よ び 写 真 等 を 許 可 な く 複 製 、 転 載 す る こ と を 固 く お 断 り い た し ま す 。

●  表 示 価 格 は 標 準 材 料 価 格 で あ り 、 消 費 税 は 含 ま れ て お り ま せ ん 。

不 要 と な っ た 見 本 帳 に つ き ま し て は 、 し か る べ き 資 格 を 有 す る 産 業 廃 棄 物

処 理 業 者 に 直 接 廃 棄 を 委 託 し て い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し あ げ ま す 。

下 地  ：

水 分 計  ：

設 定 条 件  ： 

  

コ  ン  ク  リ  ー  ト ・ モ  ル  タ  ル ・ セ  ル  フ  レ  ベ  リ  ン  グ  材

HI - 5 2 0 - 2  （ 選 択 ）D. M O D E

（ 厚 さ ）4 0 m m （ 温 度 ）A U T O

2 5

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 2 5- h 3 　 C 3 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K



P. 2

P. 1 0

P. 1 1

P. 1 3

P. 1 4

P. 1 5

P. 2 1

P. 2 4

納 品 実 績

色 彩 計 画 コ ラ ム

納 品 物 件 イ ン タ ビ ュ ー

半 永 久 ワ ッ ク ス フ リ ー

パ  ー フ ェ ク ト シ  ー ム

各 種 物 性 デ ー タ

メ ン テ ナ ン ス ガ イ ド

面 材 ／ モ ー ル

単  層  シ  ー ト

2 0 2 5 - 2 0 2 7

ス  ト リ  ー  ム  ／  グ  ラ  ニ  ッ ト  ／  オ  デ  オ  ン P  U R

単  層  シ  ー ト

2 0 2 5 - 2 0 2 7

ス  ト リ  ー  ム  ／  グ  ラ  ニ  ッ ト  ／  オ  デ  オ  ン P  U R

2 0 2 5- 2 0 2 7  単 層 シ ー ト カ タ ロ グ 　 表 紙 　 C 2 　 2 5 0 6 2 6 o ut 　 C M Y K
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